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音 楽 を 交 え た ユ ニ ー ク な

新 た な 子 ど も 食 堂  「 の り の食 事 会 の ２ 部 構成 。  赤 ち ゃ ん から 、 小 学 生 、 保護 者 、

8 0代 の 近

隣 住 民 ら

4 0人 ほ

ど が 参 加 。  あ まち ゃ ん の テ ー マ曲 の 演 奏 や 参 加者 全 員 で 故 郷 を歌 う な ど 、  盛 り上 が り ま し た 。小 学 １ 年 の 児 童

け ど 、  と て も 楽 し か っ た 」と う れ し そ う 。  引 き 続 き 調

子 ど も 食 堂  で  音  楽 と 手  作 り 料 理子 ど も 食 堂  で  音  楽 と 手  作 り 料 理
理 実 習 室 で 開 か れた 食 事 会 で は 、  豆腐 ト マ ト キ ー マ カレ ー 、  野 菜 の 冷 菜だ し 浸 し な ど の 栄養 満 点 の 手 作 り 料理 。  子 ど も も シ ニア も 少 し ス パ イ スの 効 い た カ レ ー を歓 談 し な が ら 食 べて い ま し た 。  小 学３ 年 の ひ び き さ んは  「 と て も お い しい か っ た 。  好 き なズ ッ キ ー ニ も 食 べら れ た 。  ご ち そ うさ ま 」  と 終 わ り のあ い さ つ を し て いま し た 。　

最 近 の 子 ど も 食
堂 で は 、  食 事 の 提供 や 学 習 支 援 だ けで な く 多 世 代 の 住民 と の 交 流 な ど の活 動 も 増 え て い ま

り キ ッ チ ン 」  （ 伊 藤 典 子代 表 ）  が こ の 夏 、  ス タ ート 。  元 音 楽 教 師 グ ル ープ 、  ラ  ・  フ ィ ー ネ や シニ ア た ち が 、  子 ど も から 保 護 者 、  地 域 住 民 の方 々 に 音 楽 と 手 作 り 料理 を 楽 し ん で も ら お うと ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 とし て 始 め ま し た 。　
盛 岡 市 永 井 の キ ャ ラ

ホ ー ル で 開 催 さ れ た 第１ 回 は 、  コ ン サ ー ト とは 、  「 知 ら な い 歌 も あ っ た

す 。  伊 藤 代 表  （

7 0）  は  「 自 分

た ち の 特 技 を 生 か し 、  ど んな 子 ど も 支 援 や 地 域 貢 献 がで き る か 考 え 、  こ の よ う な活 動 に な り ま し た 。  み ん なが 楽 し め る よ う な キ ッ チ ンに し た い で す 」  と 次 の 活 動へ 意 欲 を 見 せ て い ま し た 。M O R  I  O K  A 生 活 文 化 研 究 室

大 森 ふ じ お

子 ど も 食 堂 で の コ ン サ ー ト と 食 事 会

全 て の 経 験 を 集 約 し今 の 経 営 に 注 ぎ 込 む

成 長 を 実 感 で き る組 織 に し た い

　
盛 岡 駅 ビ ル フ ェ ザ ン 、  ホ

テ ル メ ト ロ ポ リ タ ン 盛 岡 など 、  シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ーと ホ テ ル の 運 営 を 通 じ 地域 の 活 性 化 に 貢 献 す る 盛岡 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会社 。 初 の 女 性 社 長 と し て２ ０ ２ ３ 年 ５ 月 に 就 任 し た松 澤 一 美 さ ん は 、  岩 手 の 印象 を  「 さ ま ざ ま な ノ ウ ハ ウを 持 っ た 人 材 が い て 、  地 元の 人 に よ る 自 発 的 な イ ベ ント が 次 々 と 生 ま れ て 、  他 には な い 不 思 議 な 魅 力 が あ る所 で す ね 」  と 話 し ま す 。　
松 澤 さ ん は 就 職 活 動 当

時 、  さ ま ざ ま な 仕 事 を 通 して 成 長 で き る グ ル ー プ 経 営の 企 業 を 探 し て い ま し た 。そ こ で 、  民 営 化 さ れ 、  新 たに 鉄 道 以 外 の 事 業 も 開 拓 しよ う と し て い た

J
R
東 日

本 へ の 入 社 を 決 め ま し た 。
「 鉄 道 会 社 に 就 職 し た も の

の 人 材 派 遣 会 社 設 立 や 鉄 道博 物 館 の 開 館 、  そ し て 駅 型

保 育 園 の 立 ち 上 げ と い っ た新 規 事 業 開 発 や 新 業 態 開 発ば か り や っ て き ま し た 」  と松 澤 さ ん 。  本 業 の 鉄 道 事 業で は な い 分 野 で 形 成 さ れ てい る 自 分 の キ ャ リ ア に 悩 んだ 時 期 も あ り ま し た 。  し かし 、  あ る と き  「 社 内 だ け でな く 、  社 外 の 人 か ら 評 価 され る 人 に な り な さ い 」  と いう 先 輩 の ア ド バ イ ス が 、  視野 を 広 げ る き っ か け に な った と い い ま す 。「 ２ ０ ０ ０ 年 当 初 、  少 子 化が 進 む 中 、  女 性 の 就 業 継 続が 難 し く 、  『 駅 の 近 く に 保育 園 が あ れ ば い い の に 』  とい う 女 性 社 員 の 一 言 か ら 駅型 保 育 園 事 業 が 始 ま り ま した 。  共 稼 ぎ や 核 家 族 が 多 くな る 社 会 背 景 の も と 、  通 勤経 路 に 保 育 園 を 作 っ て い くこ と で 通 勤 時 間 の 短 縮 に つな げ る こ と が で き 、  社 会 課題 の 解 決 に 取 り 組 め た こ とは 幸 せ な 経 験 で し た 」  と 松澤 さ ん 。  軸 足 を ど こ に 置 くか に よ っ て 物 事 の 見 え 方 が変 わ る こ と 、  一 人 よ り チ ー

盛 岡 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社盛 岡 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社
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松松 ま つま つ

澤澤 ざ わざ わ

 一一 か ずか ず

美美
みみ

 さ ん  ︵さ ん  ︵

5 85 8︶︶

社 員社 員

のの
力力
をを
信 じ 、  共信 じ 、  共

にに
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1 9 6 7 年 、 富 山 県 高 岡 市 生 ま れ 。 実 家 は 高 岡 銅 器 の 卸 業 を 営 む 。

成 蹊 大 学 経 済 学 部 に 進 学 し 、 中 高 大 と バ ス ケ ッ ト ボ ー ル に 熱

中 。1 9 9 1 年 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 （ J R  東 日 本 ） 入 社 後 、 実

業 団 登 録 し 競 技 を 続 け る 。 鉄 道 事 業 の 経 験 は 少 な く 、 人 事 部

門 と 生 活 ソ リ ュ ー シ ョ ン で は 多 種 多 様 な 新 規 事 業 立 上 げ に

従 事 し 、2 0 2 3 年 5 月 盛 岡 タ ー ミ ナ ル ビ ル 株 式 会 社 代 表 取 締 役

社 長 に 就 任 。 仕 事 の 信 条 は 「 ユ ニ ー ク で あ る こ と 」

「 社 員 を 幸 せ に し た い 」  とい う 、  松 澤 さ ん の 熱 い 思 いか ら 、  社 長 着 任 １ 年 後 に 始

ら も 高 い 評 価 を い た だ き まし た 」  と 、  社 員 の 成 功 を うれ し そ う に 話 し ま す 。  「 課題 解 決 に は 、  現 場 を よ く 知る 社 員 の 自 由 な 発 案 が 必 要で あ る た め 、  働 き が い を 実感 で き る 職 場 環 境 を 社 員 と一 緒 に 作 っ て い き た い 」  と話 し て く れ ま し た 。「 着 任 し て か ら 、  地 域 の シニ ア の 先 輩 方 か ら た く さ んの こ と を 学 ば せ て い た だき ま し た 。  経 営 に 必 要 な 視点 や 物 事 へ の 向 き 合 い 方 など 、  多 く の  『 教 え 』  を い た だい て い ま す 。  感 謝 の 気 持 ちを 込 め て 、  私 た ち は ど う 地域 に 還 元 し て い く か を 常 に考 え な け れ ば い け ま せ ん 。そ の 恩 返 し の た め に も ホ テル で は 、  家 族 の 歴 史 を 支 え 、誰 か を 大 切 に 思 う 気 持 ち に寄 り 添 っ た 特 別 な 時 間 と 空間 を 提 供 し た い で す ね 」  と松 澤 さ ん 。  駅 ビ ル と ホ テ ルの 強 み を 掛 け 合 わ せ 、  シ ニア 世 代 も 若 い 世 代 も 楽 し める 新 た な 試 み に 期 待 が 膨 らみ ま す 。

ム で 取 り 組 ん だ 方 が 大 き な成 果 を 得 ら れ る こ と 、  職 場環 境 が 健 全 な ほ ど 成 果 が 出や す い こ と な ど 、  経 営 に つな が る 多 く の 気 付 き を 得 るこ と が で き た と 話 し ま す 。　
悩 み な が ら 積 み 重 ね た

キ ャ リ ア の 先 に 、  駅 ビ ル とホ テ ル 業 の 経 営 を 任 せ ら れた 時 の 心 境 を お 聞 き す る と
「 や は り う れ し か  っ た で す ね 。

こ れ ま で の 経 験 全 て を 投 入し て 生 か す こ と が で き ま すし 、  自 分 の 望 ん だ 場 所 に 初め て 配 属 さ れ た 気 分 で し た 」と 松 澤 さ ん 。  「 異 動 の 内 命 を受 け て す ぐ 一  人 で 盛 岡 に 来て み ま し た 。  ホ テ ル の フ ロン ト で  『 お 疲 れ さ ま で し た 』と 優 し い 声 で 迎 え ら れ て 、緊 張 も あ り ホ ロ っ と 感 動 した の を 覚 え て い ま す 」  と 微笑 み ま す 。

ま っ た  「 働 き が い 改 革 」  。  松澤 さ ん は 、  「 働 き が い 」  は 単に 会 社 の 制 度 や 福 利 厚 生 だけ で は 生 ま れ な い と 考 え てい ま す 。  大 切 な の は 、  社 員一 人 ひ と り が 持 っ て い る力 や 成 長 す る 力 を 、  会 社 がし っ か り と 認 め る こ と だ とい い ま す 。　
そ こ で 松 澤 さ ん が 始 め た

の が 、  「 現 場 の 声 」  を 一 番 に聞 く こ と 。  仕 事 は 、  誰 か との 関 わ り の 中 で ど ん ど ん 良く な っ て い く と い う 考 え のも と 、  立 場 や 部 署 に 関 係 なく 、  誰 も が 自 分 の ア イ デ アを 出 せ る よ う に  「 横 断 プ ロジ ェ ク ト チ ー ム 」  を 作 り まし た 。  こ の チ ー ム で は 、  誰で も 自 由 に 企 画 で き 、  部 署の 壁 を 越 え て ア イ デ ア を 出し 合 い 、  課 題 解 決 に 向 け た取 り 組 み を 進 め て い ま す 。普 段 の 仕 事 に 加 え て 、  こ のプ ロ ジ ェ ク ト に も 参 加 す るこ と で 、  さ ま ざ ま な 人 と 関わ り 、  ア イ デ ア の 幅 が 広 がる と と も に 成 長 も 加 速 し てい る そ う で す 。

　
ま た  「 社 員 か

ら 学 ぶ こ と が 多い 」  と 話 す 松 澤さ ん は 、  現 場 社員 の 発 意 に よ る温 度 管 理 シ ス テム を 導 入 し ま した 。  「 厨 房 冷 蔵庫 の 温 度 管 理 で根 本 的 な 省 力 化が な さ れ 、

ヒ ュ ー

マ ン エ ラ ー

を 排

除 し た こ の 取 り組 み は 素 晴 ら しい と 、  保 健 所 か
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「 住 宅 は 、  家 族 の 未 来 を 守る  “ 器 ”  で す 」  。　
岩 手 県 盛 岡 市 に 本 社 を

置 く シ リ ウ ス グ ル ー プ は 、昨 年

1 2月 で 創 業

3 0周 年 を

迎 え た 。  こ れ ま で に 手 掛 けた 住 宅 は ６ ７ ０ ０ 棟 以 上 。社 員 数

1 4 5名 、  売 上

1 0 5億 円

（ ２ ０ ２ ４ 年 度 ）  と 、  県 内 有
数 の 企 業 と し て の 地 位 を 確立 し て い る 。　

そ の 実 績 を 裏 付 け る の が 、
岩 手 県 持 ち 家 着 工 棟 数

2 0年

連 続 ナ ン バ ー ワ ン  （ 岩 手 県住 宅 月 報 調 べ ）  と い う 記 録 。だ が 佐 藤 代 表 は 、  誇 ら し げに こ う 語 る 。「 こ の  “ 数 字 ”  は 、  お 客 さ まと の 信 頼 関 係 の  “ 証 ”  で あ り 、私 た ち が ど れ だ け 真 剣 に 仕事 に 向 き 合 っ て き た か の 積み 重 ね で も あ る ん で す 」  。

2 5年 度 に は 、  ア イ フ ル

ホ ー ム 全 国 大 会 に お い て 加盟 店 と し て ４ 部 門 で 表 彰 され 、  加 盟 店 賞 は

1 1年 連 続 受

賞 。  こ れ は 理 念 、  品 質 、  社 員教 育 な ど 、  す べ て に 全 力 で取 り 組 ん で き た 成 果 だ 。　
家 を 建 て た 方 に  「 こ の 会

社 に 頼 ん で よ か っ た 」  と 感じ て も ら う こ と 。  こ れ こ そが 、  創 業 か ら 一 貫 し た 佐 藤代 表 の 思 い で あ る 。

地 域

と
と も

に
未 来 へ

3 0年
の
信 頼 、

代 表 よ り 、  こ れ ま で と こ れ か ら
「 家 を  つ く る 」

こ と は

「 人 生 を 支 え る 」

こ と

人 生 の  〝 第 二 章 〞  は 、挑 戦 か ら 始 ま  っ  た

会 社 は  「 人 」  でで き て い る

選 ば れ る 理 由 は 、進 化 し 続 け る か ら

シ リ ウ ス グ ル ー プ の 歩 み

経 営 理 念

｢ 安 心 安 全 な 家 づ く り ｣  と

｢ 社 員 の 物 心 両 面 の 幸 せ ｣  を

最 大 限 追 求 す る

1 9 9 4 年 1 2 月 1 日   昭 和 住 建 株 式 会 社 設 立 資 本 金 3, 0 0 0 万 円

1 9 9 5 年 3 月   ア イ フ ル ホ ー ム 盛 岡 南 店 オ ー プ ン

1 9 9 6 年 3 月  ア イ フ ル ホ ー ム 盛 岡 北 店 オ ー プ ン

1 9 9 9 年 3 月  ア イ フ ル ホ ー ム 花 巻 店 オ ー プ ン

2 0 0 0 年 3 月   ア イ フ ル ホ ー ム 水 沢 店 オ ー プ ン

2 0 0 1 年 3 月   ア イ フ ル ホ ー ム 一 関 店 オ ー プ ン

 株 式 会 社 フ ォ ー ユ ー に 社 名 変 更

2 0 0 2 年 2 月   ス モ リ の 家 北 上 店 オ ー プ ン

　 　 　 1 2 月  ア ー デ ン ホ ー ム 盛 岡 店 オ ー プ ン

2 0 0 3 年 3 月  ア ー デ ン ホ ー ム 北 上 店 オ ー プ ン

2 0 0 4 年 1 月   ア ー デ ン ホ ー ム 一 関 店 オ ー プ ン

　 　 　  3 月  株 式 会 社 シ リ ウ ス に 社 名 変 更

　 　 　 1 0 月  売 り 上 げ 5 0 億 円 達 成

岩 手 県 持 ち 家 着 工 棟 数  N o. 1 達 成

2 0 0 6 年 4 月   ア ー デ ン ホ ー ム 八 戸 店 オ ー プ ン

 ア ー デ ン ホ ー ム 盛 岡 西 店 オ ー プ ン

　 　 　 1 0 月  シ ュ ガ ー ホ ー ム 創 設

2 0 1 0 年 2 月   株 式 会 社 シ リ ウ ス E H C  設 立

2 0 1 1 年 1 月   シ ュ ガ ー ホ ー ム 函 館 店 オ ー プ ン

　 　 　 1 0 月  ア イ フ ル ホ ー ム 大 船 渡 営 業 所 オ ー プ ン

2 0 1 2 年 6 月   資 本 金 1 億 円 に 変 更

　 　 　  8 月  ア イ フ ル ホ ー ム 釡 石 ス テ ー シ ョ ン オ ー プ ン

　 　 　  9 月  株 式 会 社 ニ ュ ー ス テ ー ジ 設 立

2 0 1 4 年 3 月  矢 巾 第 一 発 電 所 シ ス テ ム 始 動

　 　 　  8 月  サ イ エ ン ス ホ ー ム 盛 岡 店 展 示 場 オ ー プ ン

2 0 1 5 年 3 月   矢 巾 第 二 発 電 所 シ ス テ ム 始 動

 八 戸 発 電 所 シ ス テ ム 始 動

2 0 1 8 年 9 月  共 立 電 気 株 式 会 社 子 会 社 化

2 0 1 9 年 3 月   ジ ャ ス ト ハ ウ ジ ン グ 盛 岡 南 店 オ ー プ ン

             9 月   株 式 会 社 北 日 本 シ ス テ ム 住 宅 子 会 社 化

           1 2 月  C O C O H O U S E オ ー プ ン

2 0 2 0 年 1 1 月 L I X I L リ フ ォ ー ム シ ョ ッ プ シ リ ウ ス 盛 岡 太 田 店 オ ー プ ン

2 0 2 2 年  4 月   さ い は ん 本 舗 盛 岡 店 オ ー プ ン

             9 月 創 業 者 長 男 ・ 佐 藤 志 学 氏 株 式 会 社 シ リ ウ ス E H C  代 表 就 任

2 0 2 3 年  7 月 累 計 着 工 棟 数 6, 0 0 0 棟 達 成

2 0 2 4 年  4 月 LI X I L リ フ ォ ー ム シ ョ ッ プ シ リ ウ ス 盛 岡 青 山 店 オ ー プ ン

売 り 上 げ 1 0 0 億 円 達 成

「 こ の ま ち と 歩 ん で

3 0年 。 信 頼 に 支 え ら れ て 、 次 の 未 来 へ 」

お か げ さ ま で 、 シ リ ウ ス グ ル ー プ は 今 年 、 創 業

3 0周 年 を 迎 え ま し た 。

こ れ ま で 出 会 っ た す べ て の お 客 さ ま 、 社 員 、 関 係 者 に 感 謝 を 込 め て

̶
̶

。

岩 手 の 風 土 に 根 差 し た 家 づ く り を 続 け て き た 私 た ち の こ れ ま で 、そ し て こ れ か ら を お 届 け し ま す 。

住 所 ／ 盛 岡 市 東 安 庭  2  丁 目  1 2  番  1 5  号

営 業 時 間 ／  9: 0 0  ～  1 8: 0 0

定 休 日 ／ 火 曜 日 ・ 水 曜 日 　 連 絡 先 ／  0 1 2 0- 1 4 9- 2 5 5

シ リ ウ ス  グ  ル  ー プ

シ リ ウ ス グ  ル  ー プ 検 索

シ リ ウ  ス グ  ル  ー  プ  代  表

佐
さ

藤
と う

幸
さ ち

夫
お

さ ん ( 7 7)

　
創 業 の き っ か け は 、

4 1歳

で 訪 れ た 大 き な 転 機 だ っ た 。「 秋 田 で 家 業 の 豆 腐 屋 と 学習 塾 を や っ て い た 頃 、  肺 梗塞 で 倒 れ 、  ３ 度 心 肺 停 止 に

　
２ ０ ０ ４ 年 、  創 業

1 0年 目

に  「 株 式 会 社 シ リ ウ ス 」  へ社 名 を 変 更 。　
翌 年 に は 大 手 ハ ウ ス メ ー

カ ー を 抜 き 、  県 内 着 工 棟 数ト ッ プ に 。  以 降

2 0年 間 そ の

座 を 守 り 続 け る 。

0 6年 に は 独 自 ブ ラ ン ド

「 シ ュ ガ ー ホ ー ム 」  を 立 ち
上 げ 、  よ り 自 由 で 高 品 質 な住 ま い づ く り に 取 り 組 む 。フ ラ ン チ ャ イ ズ に 頼 ら ず 、顧 客 一 人 ひ と り の  「 こ う した い 」  に 応 え る 柔 軟 な 設 計が 評 判 と な り 、  フ ァ ン 層 をさ ら に 拡 大 。

1 0年 に は 分 社

化 し  「 株 式 会 社 シ リ ウ ス ＥＨ Ｃ 」  を 設 立 、  経 営 体 制 の う に な っ た ん で す 」  。　
そ し て １ ９ ９ ４ 年 、  盛 岡

市 に  「 昭 和 住 建 株 式 会 社  （ 現

　 　

シ リ ウ ス ）  」  を 設 立 。  当 時 は住 宅 業 界 未 経 験 。  だ が  「 ５ 年

強 化 も 進 め た 。　
そ し て 、  こ の 成 長 を 支 え

る の が  「 人 づ く り 」  だ 。  新 入社 員 に は 劇 団 わ ら び 座 で の
“ 度 胸 研 修 ”  を は じ め 、  代 表

自 ら が 講 師 を 務 め る  “ 代 表研 修 ”  、  月 １ 回 の 全 社 会 議 、独 立 採 算 制 度 と い っ た 仕 組み で 、  社 員 が 自 ら 考 え 、  動 き 、結 果 を 出 す 文 化 が 根 づ い てい る 。  「 社 員 が 育 て ば 、  会 社

1 1年 の 東 日 本 大 震 災 を 契

機 に 、  自 然 エ ネ ル ギ ー の 重要 性 に 目 を 向 け 、

1 2年 に 太

陽 光 発 電 事 業 を ス タ ー ト 。今 で は メ ガ ソ ー ラ ー 含 め

3 4

カ 所 の 発 電 施 設 を 持 つ ま でに な っ た 。

フ ォ ロ ー 体 制 も 強 化 さ れ 、紹 介 に よ る 契 約 も 増 え て いる 。  こ れ は 、  お 客 さ ま が 満 足し 、  信 頼 し て く だ さ っ て いる か ら こ そ 成 り 立 つ 循 環 だ 。「 会 社 が 大 き く な る ほ ど 、支 え る 責 任 も 増 し ま す 。  社員 の 家 族 、  協 力 業 者 、  そ の ご家 族 も 含 め れ ば 、  千 人 以 上の 生 活 を 背 負 っ て い る 。  だか ら こ そ 、  永 続 で き る 会 社で な く て は な ら な い ん で す 」  。

2 2年 に は 長 男  ・  志 学 さ ん

が  「 株 式 会 社 シ リ ウ ス Ｅ ＨＣ 」  の 代 表 取 締 役 に 就 任 。  企業 と し て の 新 た な フ ェ ー ズに 入 り つ つ あ る 中 、  目 指 す のは 年 間 着 工

4 0 0棟  ・  売 上

2 0 0億

円 と い う 次 の 高 み だ 。「 私 た ち の 強 み は  “ 真 似 でき な い 努 力 ”  で す 。  社 員 教育 か ら 理 念 、  サ ー ビ ス ま で 、す べ て に 全 力 で 取 り 組 ん でき ま し た 。  だ か ら こ そ 、  お客 さ ま に  “ 頼 ん で よ か っ た ”と 感 じ て も ら え る ん で す 」  。す で に 家 を 建 て た 方 に は
“ こ こ に お 願 い し て よ か っ

た ”  と 、  こ れ か ら 家 づ く りを 考 え る 方 に は  “ こ こ な ら間 違 い な い ”  と 感 じ て も らい た い 。  そ の 信 頼 に 応 え られ る よ う 、  シ リ ウ ス グ ル ー

創 業 期

成 長 期

成 熟 期

メ ガ ソ ー ラ ー

な り ま し た 。命 を 拾 っ た こと で  “ 本 気 で人 の 役 に 立 てる 仕 事 を し たい ”  と 思 う よ

以 内 に 地 元 ナン バ ー ワ ン 」  、
「

1 0年 で 大 手

を 抜 く 」  、  「

1 5

年 で 売 上

5 0億

円 」  と い う 目標 を 掲 げ 、  毎日

1 0 0軒 以 上 を

訪 問 す る と い う  “ 無 我 夢 中 ”の 営 業 を 続 け た 。  創 業 ３ カ月 後 に は ア イ フ ル ホ ー ム とフ  ラ  ン  チ  ャ  イ ズ 契 約 を 締 結 し 、２ 店 舗 を 展 開 。  創 業 ４ 年 目 には 県 内 地 元 ビ ル ダ ー で の 着工 棟 数 ナ ン バ ー ワ ン を 獲 得 、目 標 を 前 倒 し で 達 成 し た 。

は 自 然 と 伸 び ま す 」  。　
そ の 言 葉 通 り 、  社

員 の 貯 蓄 を 支 え る 仕組 み や 結 婚  ・  子 育 て支 援 制 度 な ど 、  人 生を 見 据 え た 安 心 の 環境 づ く り も 欠 か さ ない 。  こ こ に は 、  家 を

つ く る 会 社 で あ り な が ら 、
「 人 の 人 生 」  に ま で 寄 り 添

う 思 想 が あ る 。

2 0年 に は リ

フ ォ ー ム 事 業 、
2 2年 に は 中 古 住

宅 事 業 を 開 始 。さ ら に  「 ２ 人 暮ら し 向 け 」  の 住宅 ブ ラ ン ド や 、小 規 模 な 高 性 能住 宅 な ど も 手 掛 け 、  家 を  「 建て て 終 わ り 」  で は な く 、  住み 続 け る  ・  住 み 替 え る ま で一 貫 し て 支 え る 体 制 を 構 築し て い る 。　
事 業 の 拡 大 に 伴 い 、  施 工

協 力 業 者 も

17 0社 以 上 、  自 社

施 工 部 門 も 増 強 。  ア フ タ ー

プ は こ れ か ら も進 化 を 止 め る こと は な い 。  「 現在 ま で に 、  星 の数 ほ ど あ る 住 宅会 社 か ら 我 が 社を 選 ん で く れ たお 客 さ ま に 感 謝

し 、  今 後 と も 全 力 の サ ー ビス を 提 供 し 続 け る こ と を 約束 し ま す 。  頼 ん で よ か っ たと 言 っ て も ら う た め に 」  。　
地 域 の 暮 ら し を 支 え る  “ 確

か な 選 択 肢 ”  と し て 、  こ れ から も シ リ ウ ス は 、  ま っ す ぐ に未 来 を 照 ら し て い く 。

べ く わ か り や す く 、  噛 み 砕い て お 伝 え し て い け れ ば と思 い ま す 。　
さ て 最 近 、  「 マ イ ナ ン バ ー 」

　
行 政 機 関 な ど が 専 用 の

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 用い て 、  行 政 手 続 に 必 要 な 情報 を や り 取 り す る の で 、  今



元 気 を つ く る 情 報 紙  シ ニ ア ズ（ 3 ） 2 0 2 5  年  8  月  2 4  日 （ 日 ） 【 9  月 号 】 新 ス  タ  イ  ル

の
永 代 供 養 付

ガ ー デ  ニ  ン グ 霊 園　
子 ど も や 親 戚 が 遠 方 に い

る た め  「 墓 守 が い な い 」  、  毎年 の お 墓 参 り や 管 理 費 の 負担 が 大 き い な ど 、  シ ニ ア 世代 の 多 く が  「 お 墓 」  に 関 する 悩 み を 抱 え て い ま す 。  墓じ ま い を 考 え る 方 も 多 い そう で す が 、  近 年 で は 樹 木 葬や 永 代 供 養 、  ペ ッ ト と 一 緒に 入 れ る な ど さ ま ざ ま なニ ー ズ に 対 応 で き る  「 霊 園 」を 選 ぶ 方 も 増 え て き て い ると い い ま す 。

残 さ れ た 家 族 に負 担 を か け な い

花 巻 市 唯 一 の 永 代 供 養 付ガ ー デ ニ ン グ 霊 園 シ ニ ア 世 代 に 多 いお 墓 の 悩 み

　
利 用 し や す さ は も ち ろ ん 、

経 済 的 負 担 が 軽 い の も 霊 園の 魅 力 の １ つ 。  グ リ ー ン メモ リ ア ル パ ー ク 花 巻 で は 、申 込 時 に 永 代 使 用 料 、  永 代供 養 料 、  墓 石 代 、  彫 刻 費 、  納骨 費 、  管 理 料 ま で 全 て の 費用 を 支 払 う 仕 組 み と な っ てい る た め 、  以 後 の 費 用 負 担は あ り ま せ ん

 ( 合 同 法 要 の

料 金 は 含 ま れ て い ま す が 、個 別 に 年 忌 法 要 を 希 望 さ れる 場 合 は 別 途 ３ 万 円 か か りま す

) 。  そ し て 檀 家 義 務 が

な い た め 、  将 来 の 経 済 的 不安 に 悩 ま ず に 済 み そ う で す 。　
現 在 、

2 2 5区 画 中

17 0区 画 が

契 約 済 み で 残 り は わ ず か とな っ て い る そ う 。  問 い 合 わせ も 増 え て い る そ う な の で 、気 に な る 方 は ぜ ひ 、  お 早 めに 見 学 予 約 を 。

花 の 管 理 も 行 わ れ て お り 、 季 節 の 花 々 が 咲 き 誇 る 。 花 が 好 き だ っ た 故 人

の た め に グ リ ー ン メ モ リ ア ル パ ー ク 花 巻 を 選 ぶ 方 も い る そ う

　
そ ん な お 墓 の 多 様 化 に 合

わ せ 、 ２ ０ ２ ２ 年 に 花 巻 市高 木 に 永 代 供 養 付 ガ ー デ ニン グ 霊 園 「 グ リ ー ン メ モ リア ル パ ー ク 花 巻 」 が オ ー プン 。 緑 と 四 季 折 々 の 美 し い花 々 に 囲 ま れ た 明 る い 雰 囲気 で 、 家 族 構 成 や 過 去 の 宗旨 宗 派 を 問 わ ず ど ん な 方 でも 入 る こ と が で き る 霊 園 と

な っ て い ま す 。　
一  人 用 や ご 夫 婦 用 、 少 人

数 の 家 族 用 を 希 望 さ れ る方 、  ペ  ッ ト と  一  緒 に 入 陵 し たい と い う 要 望 に も 対 応 し てお り 、 故 人 の 名 前 が 刻 ま れた 石 碑 プ レ ー ト の 下 に あ る納 骨 室 に 個 別 納 骨 さ れ 、 従来 の お 墓 と 同 じ よ う に お 墓参 り を す る こ と が で き ま す 。　
ま た 、  年 に 一 度 、  合 同 法

要 が 執 り 行 わ れ る た め 「 遠方 の 家 族 に 負 担 を か け た くな い 」  、  「 お 墓 を 継 ぐ 人 が いな い 」  と お 悩 み を 抱 え る 方も 安 心 。 最 後 に 納 骨 さ れ た方 が 亡 く な り

3 3回 忌  （

3 2年 ）

を 迎 え た 後 、 園 内 に あ る 永代 供 養 墓 へ ご 遺 骨 が 移 され 、 供 養 が 続 け ら れ ま す ので 無 縁 に な る 心 配 は あ り ませ ん 。  「 お 墓 の こ と や 将 来の こ と が ず っ と 心 配 だ っ たけ ど 、  心 の つ か え が 取 れ た 」と 安 心 す る 利 用 者 の 方 が 多い と い い ま す 。　
そ し て 、 こ の 合 同 法 要 に

は ご 家 族 の 参加 も 可 能 。 参加 者 は 年 々 増

〒 0 2 5- 0 0 1 6 花 巻 市 高 木 1 9- 2 4- 5 【 受 付 時 間 】9 時 〜 1 7 時
【 許 可 番 号 】 花 巻 指 令 環 7 3 号 【 経 営 主 体 】 宗 教 法 人 瑞 興 寺 【 管 理 ・ 運 営 】 株 式 会 社 石 の セ ガ ワ

0 1 2 0 - 1 0 8 - 5 3 5問 い 合 わ せ

え て お り 、 昨 年 は 約

6 0人 が

参 加 し 、 故 人 と の 思 い 出 を語 り あ っ た そ う で す 。

　
こ ん に ち は 。  今 回 か ら 安

城 に 代 わ っ て 佐 々 木 が 担 当さ せ て い た だ き ま す 。  皆 さん 、  よ ろ し く お 願 い し ま す 。前 回 ま で は  「 シ ニ ア に 向 けて の ス マ ホ 講 座 」  と し て 、ス マ ホ の 機 能 や ア プ リ の 紹介 を さ せ て い た だ き ま し たが 、  今 回 か ら は  「 デ ジ タ ルと 仲 良 く な る と 、  毎 日 の 暮ら し が ち ょ っ と 楽 し く 、  便利 に な る 」  を テ ー マ に 、  デジ タ ル に 関 す る こ と を な る

シ ニ ア に 向 け て の デ ジ タ ル 講 座 ①

マ イ ナ ン バ  ー と は

「 一 般 社 団 法 人 ト ナ リ ノ 」 は 陸

前 高 田 市 に 拠 点 が あ る 団 体 で 、

県 内 各 地 で ス マ ホ や 、 パ ソ コ

ン の 講 座 を し て お り ま す 。

今 回 は こ の シ ニ ア ズ の な か で

デ ジ タ ル に 関 す る お 話 し を お

伝 え し ま す 。

と は私 た ち

佐 々 木 信 秋佐 々 木 信 秋

デ ジ タ ル 推 進 委 員デ ジ タ ル 推 進 委 員

べ く わ か り や す く 、  噛 み 砕い て お 伝 え し て い け れ ば と思 い ま す 。　
さ て 最 近 、  「 マ イ ナ ン バ ー 」

ま で の よ う に 書 類を い く つ も 用 意 した り 、  窓 口 を 回 った り す る 手 間 がぐ っ と 減 る ん で す 。そ し て 、  情 報 が 一つ に ま と ま る こ とで 、  従 来 の 行 政 手続 き も ス ム ー ズ にな り ま す 。「 個 人 情 報 が 漏 れる の で は 」  と 心 配さ れ る 方 も い る でし ょ う が 、  法 律 で厳 し く 管 理 さ れ てい る た め 、  限 ら れ

カ ー ド に は Ｉ Ｃ チ ッ プ が 搭載 さ れ て お り 、  設 定 し た 暗証 番 号 を 入 力 す る こ と で 健康 保 険 証 と し て 使 え た り 、コ ン ビ ニ で 住 民 票 を 取 れ たり と 便 利 な 使 い 方 も 増 え てい ま す 。　
難 し く 考 え す ぎ ず 、  暮 ら

し を ち ょ っ と 楽 し く 、  便 利に す る 道 具 と し て 、  こ れ から マ イ ナ ン バ ー を 少 し ず つ理 解 し て い き ま し ょ う 。

マ イ ナ ン バ ー が 記 載 さ れ て い る マ イ ナ ン バ ー カ ー ド

　
行 政 機 関 な ど が 専 用 の

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 用い て 、  行 政 手 続 に 必 要 な 情報 を や り 取 り す る の で 、  今

害 対 策 」  の ３ つ の 分 野 で 使わ れ ま す 。  年 金 の 手 続 き や介 護 保 険 、  確 定 申 告 な ど の場 面 で 活 躍 し ま す 。

デ ジ タ ル に 関 す る

質 問 募 集 中 ！

と い う 言 葉 をよ く 聞 く け れど  「 ち ょ っ と 難し そ う 」  、  「 自 分に は 関 係 な い かも 」  と 思 っ て いま せ ん か 。  し かし 、  実 は 身 近 で大 切 な 制 度 な んで す 。  マ イ ナ ンバ ー は 、  日 本 に住 民 票 が あ る すべ て の 人 に 割 り振 ら れ る

1 2桁 の

番 号 で  「 社 会 保障 」  、  「 税 」  、  「 災

た 用 途 で し か 使 え ま せ ん 。も し 不 安 が あ れ ば 、  専 用 の窓 口 で 相 談 す る こ と も で きま す 。  さ ら に マ イ ナ ン バ ー



【 9  月 号 】 2 0 2 5  年  8  月  2 4  日 （ 日 ） （ 4 ）元 気 を つ く る 情 報 紙 シ ニ ア ズ
　
２ ０ １ ７ 年 (  平 成

2 9年 )

に 連 載 が 始 ま っ た  「 も り おか い に し え 散 歩 」  が 、  な んと 今 月

1 0 0回 の 節 目 を 迎 え

ま し た 。  こ れ ま で ご 愛 読い た だ い た 皆 さ ま へ の 感謝 を 込 め つ つ 、  連 載

1 0 0回 と

昭 和

1 0 0年 を か け て 、  今 回 は

１ ９ ２ ６  （ 昭 和 元 ）  年 頃 の盛 岡 を 歩 い て み た い と 思い ま す 。

1 0 0年 前 と い え ば 、  ま だ  「 映

画 館 通 り 」  も  「 大 通 商 店 街 」も 存 在 し な か っ た 時 代 。  野村 証 券 脇 の 石 碑 に  「 こ の 地

に 岩 手 県 立 盛 岡 農 学 校 あり き 」  と 刻 ま れ て い る よ うに 、  当 時 こ の 一 帯 に は 、  農学 校  （ 現

盛 岡 農 業 高 校 ）  の

校 舎 と 実 習 農 園 が あ り ま した 。  １ ９ ２ ９  （ 昭 和 ４ ）  年 に現

盛 岡 四 高 が あ る 川 久 保

に 移 転 す る ま で は 、  の ど かな 風 景 が 広 が っ て い た の です 。  で は

1 0 0年 前 の メ イ ン ス

ト リ ー ト は ど こ だ っ た の かと い う と 仁 王 小 路 か ら 内 丸に か け て 、  そ う 現 在 の 中 央通 り で す 。  と い う こ と で 、
1 0 0年 前 に タ イ ム ト リ ッ プ し

な が ら 、  仁 王 小 路 か ら 市 役所 へ と 続 く 通 り を 歩 い て みま す 。　
仁 王 小 路 と 仁 王 新 小 路 が

交 差 す る 角 、  現

か と う 整 形

外 科 ク リ ニ ッ ク の 所 に は  「 市医 師 会 」  ① 、  向 か い に は  「 家畜 市 場 」  ② が あ り 、  そ こ から 赤 川 土 橋 を 渡 っ て 内 丸 方面 に 進 む と 日 影 門 外 小 路 と道 を 挟 ん で  「 岩 手 毎 日 新 聞社 」  ③ が あ り ま し た 。  ３ 軒隣 に は  「 岩 手 日 報 社 」  ④ があ り 、  互 い に ラ イ バ ル 心 を燃 や し て い た そ う で す 。

原 敬 首 相 が 帰 省 し た 際 に当 時 の 県 知 事 や 盛 岡 市 長に 提 案 し 実 現 し た  「 岩 手 県立 図 書 館 」  ⑬ が あ り ま し た 。竣 工 を ４ カ 月 後 に 控 え た１ ９ ２ １  （ 大 正

1 0）  年

1 1月

４ 日 、  原 敬 は 東 京 駅 で 暗 殺さ れ て し ま い 無 念 に も 完 成を 見 届 け る こ と は で き ま せん で し た が 、  原 敬 か ら の 寄付 金

1万 円 が 遺 族 か ら 届 け

ら れ 、  図 書 の 購 入 な ど に 使わ れ た と い い ま す 。  隣 に は
「 巡 査 教 習 所  （ 岩 手 県 警 察 学

校 ）  」  ⑭ と  「 盛 岡 警 察 署 」  ⑮が 並 び 、  現 在 と 同 じ 場 所 に木 造 ２ 階 建 て の  「 盛 岡 市 役所 」  ⑯ が あ り 、  名 市 長 と 慕わ れ た 北 田 親 氏 が 最 後 の 任期 を 務 め て い ま し た 。　
市 庁 舎 ま で き て 中 央 通 り

を 振 り 返 っ て み る と 、

1 0 0年

前 の ま ま 残 っ て い る の は 県公 会 堂 と 時 鐘 、  一 の 鳥 居 、聖 跡 記 念 塔 緑 地 ぐ ら い な もの 。  時 の 流 れ を 思 わ ず に はお れ ま せ ん 。  市 庁 舎 や 医 大な ど の 移 転 に 伴 う 内 丸 再 開発 の 構 想 も あ る よ う で す が 、次 の

1 0 0年 を 見 据 え た 街 づ く

り を 期 待 し た い も の で す 。　
ち な み に 、  盛 岡 市 先 人 記

念 館 ２ 階 エ ン ト ラ ン ス 正 面の 壁 や 東 山 堂 イ オ ン 前 潟 店の パ テ ー シ ョ ン で 当 時 の 盛岡 市 内 地 図 を ご 覧 に な れ ます 。  ま た 、  も り お か 啄 木 賢治 青 春 館 の

1階 奥 に あ る ジ

オ ラ マ も 見 て い て 飽 き ま せん ね 。  「 内 丸  ・  中 央 通 り 」

1 0 0年

の 時 を 遡 る み ち く さ で し た 。

1 0 0年 前

の
内 丸  ・  中 央 通 り

を
歩 く

　
現 在 の

N
T
T
東 日 本 の

所 に は  「 盛 岡 浸 礼 教 会  （ 内丸 教 会 ）  」  ⑤ が あ り 、  敷 地 内に は 県 内 最 初 の 幼 児 教 育 施設  「 盛 岡 幼 稚 園 」  が あ り まし た 。  通 り を 挟 ん で 現

岩 手

銀 行 本 店 の 場 所 に は  「 赤 十字 病 院 」  ⑥ 、  さ ら に 進 む と
「 盛 岡 地 方 裁 判 所 」  ⑦  「 石 割

桜 」  ⑧ そ し て 総 ひ の き 造 りの 壮 観 な  「 岩 手 県 庁 」  ⑨ が並 ん で い ま し た 。  石 割 桜 の向 か い に は  「 岩 手 県 師 範 学校 女 子 部 」  ⑩ と 附 属 小 学 校が あ り ま し た 。  冬 に な る と校 舎 裏 の  「 亀 ケ 池 」  ⑪ で 、  生徒 さ ん た ち が ス ケ ー ト を 楽し ん で い ま し た 。　 「 大 手 先 」  と  「 内 丸 通 り 」の 交 差 点 を 渡 る と 、  そ こ には  「 岩 手 県 公 会 堂 」  ⑫ が あり ま し た 。  た だ し 、  元 号 が大 正 か ら 昭 和 へ と 変 わ る 約１ カ 月 前 の １ ９ ２ ６  （ 大 正
1 5）  年

1 1月 に 上 棟 式 を 行 っ

て い ま す か ら 、  ま だ 骨 組 みだ け だ っ た の か も し れ ま せん 。  １ ９ ２ ７  （ 昭 和 ２ ）  年 ６月

1 8日 に 落 成 式 が 行 わ れ 、

翌 １ ９ ２ ８  （ 昭 和 ３ ）  年 に は陸 軍 特 別 大 演 習 の 大 本 営 とな り 、  盛 岡 に 行 幸 し た 昭 和天 皇 の 宿 舎 と し て も 使 わ れま し た 。  余 談 で す が 、  昭 和天 皇 が お 泊 ま り に な る と いう こ と で 盛 岡 初 の 水 洗 ト イレ が 公 会 堂 に で き た と 云 われ て ま す 。　
県 公 会 堂 の 真 向 か い は

櫻 山 神 社 の 境 内 に ２ 軒 ほど の 茶 店 、  鶴 ケ 池 の 畔 に は

も り お か い に し え 散 歩 100

〜 み ち く さ 編 〜

連 載

1 0 0回 記 念

出 典 ： 大 正 1 5 年 1 0 月 発 行 ｢ 盛 岡 商 工 人 名 録 ｣ 付 録 ｢ 盛 岡 市 全 図 ｣

低 栄 養 状 態 を

予 防 し よ う

　
不 安 定 な 天 候 が 続 く と 、

体 が バ テ て し ま い 、  食 欲 がわ か ず 、  食 事 の 準 備 も お っく う に な り が ち で す 。  し かし 、  食 事 量 が 減 っ た り 、  不規 則 な 食 事 の 取 り 方 を し てい る と 体 に 必 要 な 栄 養 が 足り て い な い  「 低 栄 養 状 態 」に な っ て し ま い ま す 。  今 回は 低 栄 養 に つ い て お 伝 え しま す 。
低 栄 養 状 態 と身 体 機 能 の 変 化

健 康 維 持 の た め に必 要 な 栄 養 素低 栄 養 に な ら な い食 事 の 取 り 方

引 用 ： 監 修 ： 一 般 財 団 法 人 日 本 栄 養 実 践 科 学 戦 略 機 構 「 栄 養 食 事

相 談  シ ニ ア の 方 向 け 」 株 式 会 社 講 談 社  総 監 修 日 野 原 重 明  監 修 

中 村 丁 次 「 食 べ て 治 す ・ 防 ぐ 医 学 事 典 　 お い し く ・ 健 康 ・ 大 安 心 」

【 訂 正 と お 詫 び 】 シ ニ ア ズ 2 0 2 5 年 8 月 号 に て 単 位 の

誤 表 記 が ご ざ い ま し た 。「 2 0 0 ml 」 と 表 記 し て お り

ま し た が 、「 2 0 0 k c al 」 が 正 し い 表 記 で し た 。 ご 迷

惑 を お か け し ま し た 読 者 の 皆 さ ま 並 び に 関 係 者

の 皆 さ ま に 深 く お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。 今 後 は こ

の よ う な こ と の な い よ う 、 よ り 一 層 の 確 認 体 制 の

強 化 に 努 め て ま い り ま す 。

　
低 栄 養 に な ら な い た め に

は 食 事 の 時 間 を 決 め て 朝  ・

　
食 事 を す る と き 、  噛 み づ

ら い 、  飲 み 込 み に く い と いう こ と は あ り ま せ ん か 。  その ま ま だ と 食 欲 が 低 下 し 、栄 養 摂 取 量 が 減 っ て し ま いま す 。  す る と 、  筋 力 も 減 り 、肺 活 量 も 低 下 。  閉 じ こ も りが ち に な り 、  歩 行 な ど の 生活 機 能 全 般 が 低 下 し ま す 。　
そ の よ う な 状 態 が 続 く と 、

今 度 は 転 倒 し や す く な り 、  骨折 な ど を き っ か け に 重 度 の要 介 護 状 態 に つ な が る こ とも あ り ま す 。  ま た 、  加 齢 に 伴

ま し ょ う 。　
牛 乳 や ヨ ー グ ル ト な ど の

乳 製 品 は 、  カ ル シ ウ ム や タ

ン パ ク 質 が 多 く 含 ま れ る ので 、  骨 の 健 康 や 筋 肉 量 の 維持 に 有 効 で す 。  ハ ム や 卵 など を サ ン ド し た パ ン 、  鮭 やツ ナ な ど の 具 の 入 っ た お にぎ り な ど は 、  エ ネ ル ギ ー 、タ ン パ ク 質 を 補 え ま す 。  果物 を 食 べ る の も い い で す 。　
お 気 に 入 り の 器 に 盛 り 付

け 、  味 や 彩 り  ・  香 り 、  食 感 を五 感 で 楽 し ん で 元 気 に 暮 らし ま し ょ う 。小 田 島 ア ク テ ィア ク テ ィ シ ョ ッ プ ま ご こ ろ

　 　

管 理 栄 養 士

　
山 崎 久 美 子

き を 感 じ に く い 、  食 欲 低 下 、腸 の 運 動 能 力 の 低 下 な ど があ り ま す 。  ち ょ っ と し た 変

化 も 見 逃 さ な い よ う に し まし ょ う 。　
人 は も の を 食 べ る こ と に

よ っ て 活 動 す る エ ネ ル ギ ーを 生 み 出 し ま す 。　
健 康 を 維 持 す る た め に 重

要 な 栄 養 素 と し て 次 の も のが 挙 げ ら れ ま す 。①

エ ネ ル ギ ー 産 生 栄 養 素

( 炭 水 化 物 、  脂 質 、  タ  ン パ  ク 質

)

②

体 を 作 る 栄 養 素

( タ ン パ ク 質 、  脂 質 、  ミ ネ ラ ル

)

③

体 調 を 整 え る 栄 養 素

( ミ ネ ラ ル 、  ビ タ ミ ン 、  食 物繊 維

)

　
特 に ビ タ ミ ン  ・  ミ ネ ラ ル  ・

食 物 繊 維 は 不 足 し が ち で す 。年 齢 、  性 別 、  活 動 量 に 合 わせ て 、  主 食  ・  主 菜  ・  副 菜  ・  果物 を バ ラ ン ス よ く 食 事 か ら取 る 必 要 が あ り ま す 。

う 身 体 機 能 の変 化 に よ り 食べ る 量 が 減 るこ と で も 低 栄養  ・ 摂 食 嚥 下障 害  ・  脱 水 に  なり 、  体 重 減 少  ・筋 力 低 下 し 生活 自 立 度 が 低下 し ま す 。　
加 齢 に よ る

体 の 変 化 と して 、 噛 む 力  ・飲 み 込 む 力 の低 下 、 味 覚  ・臭 覚 の 鈍 化 、唾 液  ・ 消 化 液の 分 泌 量 減少 、  の ど の 渇

昼  ・  夕 の ３ 回食 事 を 取 り ます 。  食 事 を 抜く と １ 日 に 必要 な 栄 養 素 を取 る こ と が 難し く な り ま す 。食 が 細 く なり 、  ３ 回 の 食事 で は 栄 養 素を 取 り き れ ない 場 合 や 暑 さや 睡 眠 不 足 など で 食 欲 が ない 、  決 ま っ た時 間 に 食 べ られ な い 時 は 、間 食 を 食 べ て栄 養 素 を 補 い



元 気 を つ く る 情 報 紙  シ ニ ア ズ（ 5 ） 2 0 2 5  年  8  月  2 4  日 （ 日 ） 【 9  月 号 】

い わ て 医 療 通 信 【 女 性 の ケ ア を 考 え る 】

１. 更 年 期 に つ い て

「 な ん だ か 最 近 、  気 分 が 不安 定 だ っ た り 、  眠 れ な か った り す る … 」  。  そ ん な 風 に感 じ て い る 方 は い ら っ し ゃい ま せ ん か 。  も し か す る と
「 更 年 期 」  の サ イ ン か も し れ

ま せ ん 。  今 回 は 更 年 期 の 基本 的 な 知 識 を わ か り や す くま と め ま し た 。
【 更 年 期 の 時 期 】

　
更 年 期 と は 、  閉 経 の 前 後

５ 年 の 合 計 で お よ そ

1 0年 に

わ た る 時 期 (  平 均 閉 経 年 齢

は

4 9・  ５ ±

3. 5歳 )  を 指 し ま す 。

　
こ の 期 間 は 、  卵 巣 か ら 分

泌 さ れ る 女 性 ホ ル モ ン  （ エ

性 ホ ル モ ン であ る エ ス ト ロゲ ン 欠 落 ）  によ る 症 状　
女 性 ホ ル モ

ン は 以 下 の よう な 働 き が あり ま す 。  卵 巣の 機 能 が 弱 まる こ と で こ れら の 作 用 が 低下 し ま す 。
【 女 性 ホ ル モ

ン の 重 要 性 】

・

 骨 形 成 を 促 進 し 、  骨 吸 収
を 抑 制 。

・

 L
D
L
コ レ

ス テ ロ ー ル を減 少 、

H
D
L

を 増 加 さ せ動 脈 硬 化 を抑 制 。・

 コ ラ ー ゲ ン
合 成 を 促 進し 、  肌 の 弾 力性 や 潤 い を保 つ 。・

 セ ロ ト ニ ン
や ド ー パ ミン の 代 謝 に関 与 し 、  気 分や 認 知 機 能を 安 定 化 。・

 イ ン ス リ ン
感 受 性 を 改善 し 、  血 糖 値の 調 節 を サポ ー ト 。②

 自 律 神 経

失 調 に よ る 血

ス ト ロ ゲ ン ）  の 量 が急 激 に 低 下 し 、  ホ ルモ ン バ ラ ン ス が 大 きく 乱 れ ま す 。  個 人 差は あ り ま す が 、  女 性に と っ て 辛 い 時 期 とな り 、  次 の よ う な 症状 が 見 ら れ る よ う にな り ま す 。①

 卵 巣 機 能 低 下  （ 女

　
日 本 列 島 、  南 は 暑 く 北 は

涼 し い … と い う 概 念 が な くな り 、  全 国 で 猛 暑 と な り まし た 。  こ う も 暑 い と 、  涼 しく な る 頃 が 待 ち 遠 し い も ので す が 、  涼し く な る につ れ て 体 には 夏 の 暑 さの ツ ケ が回 っ て き そう な 気 が しま す 。　
厳 し い 暑 さ の 中 で の 暮 ら

し は 、  “ 消 化 器 系 ”  と  “ 心 臓 ”に 負 担 を か け て い る と 思 われ ま す 。  東 洋 医 学 で は 胃 腸な ど の 消 化 器 系 を  “

脾
ひ

”  と

表 現 し ま す 。  脾 は 食 物 を エネ ル ギ ー に 変 え る た め の 働き を し ま す が 、  「 冷 え と 湿（ 過 剰 な 水 分 ）  」  を 嫌 い ま す 。夏 は 冷 え た 水 分 を 多 く とる た め 、  脾 の 働 き  （ 消 化 力 ）が 低 下 し て エ ネ ル ギ ー を 作る 力 が 弱 ま り が ち に な り ます の で 、  お な か を 温 め る 食養 生 と し て  「 火 を 通 し た もの を 食 べ る 」  、  「 シ ョ ウ ガ ・

ニ ラ ・ 七 味 唐 辛 子 ・ 大 葉 など 、  体 を 温 め る 薬 味 を 用 いる 」  の も 良 い と 思 い ま す 。　
暑 い 時 の 体 温 調 節 は 発 汗

に よ っ て 行 わ れ ま す が 、  汗に の せ て 体 内 の 熱 を 発 散 させ る た め に 体 表 面 ま で 血

暑 さ を 乗 り 切 る た め  に
も う し ば ら く は 夏 養 生

液 を 循 環 さ せ る 必 要 が あり 、  心 臓 の ポ ン プ に は 負 担が 大 き く な り ま す 。  暑 い 日に 戸 外 を 歩 い て い る と 動 悸や 息 切 れ が す る の は そ の ため で す 。  気 温 が

3 0℃ を 超 え

る 日 が 続 く と 心 臓 病 の リ ス

ク が 上 昇 す る と い う デ ー タも あ り ま す 。  ハ ー ド に 働 く心 臓 を 助 け て く れ る 食 味 は“ 苦 ”  、  食 材 で は ゴ ー ヤ や つる む ら さ き な ど で す 。  苦 味の も の は オ ー バ ー ヒ ー ト する  “ 心 ”  の 高 ぶ り を 鎮 め るど ほ ど に 食 べ る こ と も 大 事で す 。　
汗 を た く さ ん か く と 水 分

だ け で な く ミ ネ ラ ル も 体 から 失 わ れ ま す 。  人 の 体 液 は
0. 9％ の 塩 分 濃 度 を 保 っ て お

り 、  汗 の 味 は し ょ っ ぱ く 感

じ ま す が 、  そ の 中 に は ナ トリ ウ ム だ け で な く マ グ ネ シウ ム ・ カ ル シ ウ ム ・ カ リ ウム な ど ほ か の 微 量 ミ ネ ラ ルも 含 ま れ て い ま す 。  五 大 栄養 素 の 一 つ で も あ る ミ ネ ラル は 体 の 機 能 を 調 整 し た り体 の 構 成 材 料 に な っ た り 神経 や 筋 肉 の 働 き に も 影 響 した り と 、  体 内 の 生 化 学 反 応に 必 要 不 可 欠 な 物 質 で す 。そ の た め 汗 で ミ ネ ラ ル を 消耗 す る と

倦 け ん

怠 た い

感 な ど の 夏 バ

テ 症 状 を 加 速 さ せ て し ま いま す 。　
日 本 人 は 常 に ミ ネ ラ ル 不

足 と い わ れ て お り 、  食 品 から の ミ ネ ラ ル 補 給 も 心 が けた い と こ ろ で す 。  現 在 、  日本 で 消 費 さ れ て い る 塩 の 約
8 0％ は 塩 化 ナ ト リ ウ ム の

割 合 が 高 い  「 精 製 塩 」  で す 。塩 は 血 圧 を 上 げ る 原 因 と して 敵 視 さ れ が ち で す が 、  本

来 の 塩  （ ミ ネ ラ ル 分 も 豊 富に 含 ん だ 塩 ）  は 生 命 維 持 のた め に な く て は な ら な い もの で す 。  体 に 必 要 な ミ ネ ラル 分 を 多 く 含 ん だ 天 然 塩 には  「 天 日 塩 」  、  「 岩 塩 」  、  「 湖塩 」  な ど が あ り ま す 。  夏 バテ や 熱 中 症 の 予 防 の た めに 、  体 液 の ミ ネ ラ ル バ ラ ンス を 整 え る 天 然 塩 で の 塩 分補 給 が お す す め で す 。

宮 手 薬 店

　
宮 手 和 枝

作 用 が あ りま す が 、  胃腸 を 冷 や しや す い 食 材で す の で ほ

管 運 動 神 経 症 状　
ホ ッ ト フ ラ ッ シ ュ  （ の ぼ

せ  ・  発 汗 ）  や 動 悸 、  不 眠 な ど 、

自 律 神 経 の バ ラ ン ス 崩 壊 に起 因 す る 症 状 が 現 れ ま す 。③
   粘 膜 萎 縮 に よ る 症 状

　
子 宮 内 膜 や 膀 胱 粘 膜 が 薄

く  ・  萎 縮 す る こ と で 、  頻 尿や 排 尿 時 の 違 和 感 を 感 じ たり 、  膀 胱 炎 や 膣 炎 に な り やす く な る こ と が あ り ま す 。④

 そ の 他 の 全 身 症 状

　

 骨 や 皮 膚 、  脳 と い っ た 全

身 へ の 影 響 が 及 び 、  疲 労 感や 集 中 力 低 下 な ど 、  多 彩 な不 調 が 生 じ る 場 合 が あ り ます 。  ま た 、  骨 量 が 維 持 さ れ なく な り 、  骨 粗 し ょ う 症 に つな が っ た り し ま す 。　
更 年 期 は 個 人 差 が 大 き

く 、  自 覚 症 状 が 乏 し い こ とも あ り ま す が 、  放 置 す る と日 常 生 活 の 質 が 低 下 し か ねま せ ん 。  気 に な る 症 状 を 感じ た ら 、  早 め に 婦 人 科 を 受診 し 、  自 分 に 合 っ た 治 療  ・ケ ア を 相 談 し ま し ょ う 。　
適 切 な サ ポ ー ト を 受 け る

こ と で 、  更 年 期 の 不 調 は 必ず 改 善 が 期 待 で き ま す 。岩 手 医 科 大 学

 産 婦 人 科
小 山

　
理 恵

・

 乳 房 や 子 宮 を 発 達
さ せ 、  女 性 ら し い 体を つ く る 。



（ 公 社 ） 日 本 山 岳 会 岩 手 支 部

支 部 長 /  阿 部 陽 子

I B C ラ ジ オ 放 送

「 い わ て の 山 ト レ ッ キ ン グ ガ イ ド 」

(毎 週 土 曜 日 6: 4 5 〜 7 ： 0 0)

に 出 演 中

　
釜 石 市

甲 か っ

子
し

町 の

日
ひ

向 な た

ダ ム

の 北 に

聳 そ び

え る  「 仙 磐 山 」  は 、

「 千 晩 ヶ 嶽 」  と も 書 く 山 岳 信
仰 の 霊 山 だ っ た 。  小 川 踏 切か ら 約 ２ ㎞ の 中 小 川 地 区 の小 高 い 辻 に あ る 千 晩 神 社 は 、

「 千 晩 ヶ 嶽 」  を 遥 拝 す る 社
殿 だ っ た と い う 。  奈 良 の 春

　
遠 野 物 語

3 2話 は 、  猟 師 が

千 日 千 晩 山 に こ も り 、  大 鹿を 射 止 め る 話 だ 。  手 負 い の鹿 は 片 羽 山 ま で 逃 げ た け れど 足 が 折 れ 、  つ い に 捕 獲 され る 。  笛 吹 峠 の

死
し

助 す け

大 だ い

権 ご ん

現 げ ん

は 、  ど う や ら こ の 大 鹿 の こと を 指 す ら し い 。  傷 つ い た

日 向 ダ ム か ら 《 お せ ん ば 様 》 信 仰 の 仙 磐 山 を 望 む 。 犬 頭 山 は 右 の

稜 線 を ワ ン 往 復 ワ ン 時 間 だ

山 岳 信 仰 と 金 属 と
犬 は 死 し て 、  東 の

8 5 3ｍ 峰 に

埋 葬 さ れ  「 犬 頭 山 」  と な っ た 。　
千 晩 神 社 の 辻 か ら 廃 校 に

な っ た 小 川 小 学 校 方 向 へ

下

る と 、  重 厚 な レ ン ガ 積 み の

第

7 1回

  仙 せん

磐 ばん

山 やま

  １ ０ １ ６

m

に 沸 い た 明 治

1 3年 に 、  大 橋

の 採 掘 場 か ら 釜 石 港 ま で の

日 大 社 が 祀 るタ ケ ミ カ ヅ チノ ミ コ ト (  武甕 槌 命 )  は 、白 は く

鹿 ろ く

に 乗 っ て

や っ て 来 た 神 様 で 、  お 使 いの 白 鹿 と も に

再 生 と

豊 ほ う じ ょ う

饒
の

象 徴 で あ っ た 。

仙 磐 山仙 磐 山仙 磐 山

犬 頭 山犬 頭 山犬 頭 山

ス タ ー ト 地 点

駐 車

主 な ル ー ト

S

釜 石 市
ふ れ あ い 大 橋ふ れ あ い 大 橋ふ れ あ い 大 橋

（ 1 0 1 5. 6 m ）（ 1 0 1 5. 6 m ）（ 1 0 1 5. 6 m ）

（ 8 5 2. 3 m ）（ 8 5 2. 3 m ）（ 8 5 2. 3 m ）

7 7 47 7 47 7 4

4 5 84 5 84 5 8

日 向 ダ ム日 向 ダ ム日 向 ダ ム

S

8 0 0

5 0 0

4 0 0

第 二 ア ー チ 橋 梁 に 出 く わ す 。今 は 、  関 根 沢 の 水 が 小 川 川に そ そ ぐ

暗 あ ん き ょ

渠
だ が 、  鉄 鉱 床

こ の 頃 、  金 銀 銅 鉄 の 金 属 にち な む 文 言 が 勢 い づ い た とし て も 、  何 ら 不 思 議 は な い 。　
仙 磐 山 は 、  日 向 ダ ム よ り

北 へ

9 0 0ｍ 下 っ た ヘ ア ピ ン

カ ー ブ に 駐 車 す る 。  壊 れ た林 道 を 北 進 し 、

4 5 8点 か ら 標

高

7 0 0ｍ 点 ま で 真 っ す ぐ に 上

が れ ば 、  犬 頭 山 と の

鞍 あ ん

部
ぶ

に

着 く 。  で 、  ど っ ち に 登 る か

と い え ば 、  先 に 西 の 仙 磐 山で し ょ う 。  巨 岩 は 千 晩 神 社の 奥 ノ 院 で 、  祠 や 宝 剣  ・  権現 様 を 祀 っ て い る 。  西 方 に片 羽 山 の 雄 岳 と 雌 岳 、  岩 倉山 が 聳 え て い た 。  鞍 部 へ もど り 、  東 の

7 7 4点 よ り 四 等 三

角 点 の あ る 犬 頭 山 へ 、  ワ ン往 復 す る 。　
金 属 を 連 想 す る  「 仙 磐

山 」  、  信 仰 の 神 秘 性 な ら  「 千晩 ヶ 嶽 」  が 似 あ う 。  二 つ とも ガ ッ テ ン 至 極 。

支 線 と し て 小 川 の製 炭 所 へ 鉄 道 を 通し た 所 だ 。  学 校 の横 ま で 進 ん だ と ころ で 、  仙 磐 山 が 初

め て 姿 を 現 し た 。  犬 頭 の 走り に 金 銀 が 発 見 さ れ 、  小 浜で 砂 金 掘 り を し た と な れ ば 、

【 9  月 号 】 2 0 2 5  年  8  月  2 4  日 （ 日 ） （ 6 ）元 気 を つ く る 情 報 紙  シ ニ ア ズ

大 木 実 の 巻
文 山 田 裕 幸

第 六 八 回

　
こ の 人 、  幸 せ な 人 で す 。

照 明 担 当 の ス タ ッ フ と し て撮 影 所 入 り の 後 、  大 物 女 優の 木 暮 実 千 代 に 見 出 さ れ 、彼 女 の 芸 名 か ら  「 木 」  と  「 実 」の 二 字 を 授 け ら れ 、  期 待 され た の で し ょ う 。  「 大 木 」  の姓 ま で も ら っ て 人 生 が 変 わり ま し た 。　
確 か に い い 顔 を し て い ま

し た 。  例 え ば 松 竹 映 画 の 刑事 物 の 傑 作  『 張 込 み 』  で は 、横 浜 か ら 九 州 ま で 、  先 輩 刑事

(

宮 口 精 二

)
と 混 み 合 う

列 車 に 揺 ら れ な が ら 汗 だ くで 長 旅 を こ な し 、  犯 人 が いる は ず の 街 に 着 く や 、  ひ な

び た 旅 館 の 二 階 か ら 何 日 も辛 抱 し な が ら 張 り 込 む 中 堅の 刑 事 の 姿 を 好 演 、  我 慢 強す と 、  見 る に 見か ね て  「 犯 人 にも 刑 事 ら し い 刑事 に 取 り 調 べ られ る 権 利 が あ るの で は 」  と 言 いた く な る ん で すけ ど ね 。  や は りど ん な 仕 事 の 人で も  「 こ れ で メシ 食 べ て ま す 」と い う 雰 囲 気

「
狼 お い の あ な

穴
」  は 市 街

地 中 心 部 を 流 れる 馬 淵 川 の 両 岸に あ り 、  狼 が 巣食 う 穴 が あ っ たと は 想 像 で き ない 。  さ ら に 二 戸に は  「

狼 おいのくぼ

久 保

」

が 三 つ も あ る 。一 つ は 景 勝 地  ・ 　
狼 地 名 は 人 間 と 狼 の 接 点

が あ っ た 証 し に 違 い な い 。岩 手 で は 狼 を 方 言 で 呼 ん でき た の で 狼 地 名 と は い っ ても  「 お い ぬ 」  、  「 お い の 」  と 呼ぶ 土 地 の 方 が 多 い 。  県 北 部か ら 順 に 見 て い こ う 。　
ま ず 二 戸 市 。  石 切 所 の

馬 仙 峡 の 北 側 に あ る 森 の 中 。も う 一 つ は 市 街 地 北 東 部  ・堀 野 に は 馬 淵 川 を 見 下 ろ す山 中 に も あ っ て 、  そ の 背 後に 折 爪 岳 の 山 塊 が あ る 。  最後 の 一 つ は 二 戸 と 一 戸 の 境

付 近 、  八 戸 道 を

跨 ま た

ぐ 形 で 森

の 中 に も 存 在 す る 。  次 に 一戸 町

出 い ず

ル 町 。  浄 法 寺 か ら 山

に 入 っ た 深 い 森 の 峠 付 近 にも  「

狼 お い の く ぼ

久 保

」  が あ る 。  驚 く こ

と に  「

狼 お い の く ぼ

久 保

」  は 滝 沢 市 に

も あ る 。  今 で は 国 道 ４ 号 と巣 子 の 中 間 あ た り 。  古 く は岩 手 山 麓 の 原 生 林 だ っ た はず の エ リ ア だ 。  雫 石 町 に は
「
狼 お お い ぬ も り

森
」  な る 山 名 が あ る 。  小

岩 井 農 場  「 ま き ば 園 」  の 先 、小 岩 井 乳 業 の 裏 手 に 位 置 する 山 で 、  言 う ま で も な く 宮

沢 賢 治 童 話 の 舞 台 と し て 知ら れ る 。  雫 石 町 長 沢 の 葛 根田 川 沿 い 、  県 道

2 1 2号  「 菊 の

司 酒 造 」  付 近 に は  「

狼 お い ぬ ざ わ

沢
」  が

あ る 。  今 や 多 く の 車 が 往 来す る 平 地 だ が 、  遠 い 昔 は 岩手 山 麓 の 深 い 森 だ っ た の かも し れ な い 。  盛 岡 市 渋 民 に

文 　 高 橋 政 彦

は 東 北 新 幹 線 の 線 路 で 貫 かれ て い る 。  花 巻 市 の  「

狼 お お か み ざ わ

沢
」

は 東 北 道 の 花 巻 ジ ャ ン クシ ョ ン 付 近 の 町 名 。  狼 沢 稲荷 神 社 も あ る が 開 け た 農 地で あ る 。  花 巻 の 東 和 町 南 成

島 に は 通 称  「

狼 お い の ぼ ら

洞
」  と い う

集 落 が あ る 。  周 囲 に 、  う っそ う と し た 森 が 残 る 低 山 と谷 と が な だ ら か に 続 く 場所 。  狼 が 棲 ん で い た と い う洞 窟 の 伝 承 も 残 る 。  「

狼 お お か み ざ わ

沢
」

と い う 地 名 は 奥 州 市 に も ある 。  大 東 と 江 刺 田 原 を 結 ぶ国 道

4 5 6号 の 西 側 の 山 中 だ 。

こ の 地 区 の 真 ん 中 を 県 道

1 9 7

号 が 大 田 代 川 と と も に 横 断す る 。  沢 筋 に 狼 遭 遇 談 で もあ っ た の だ ろ う か 。  奥 州 の字 が 場 違 い な ほ ど 平 坦 で 穏や か な 気 配 の 土 地 で あ る 。対 に な っ た 地 名 で い う と 一関 市 花 泉 町 に は 、  西 と 東 の
「
狼 お い の さ わ

ノ 沢

」  が 並 ぶ 。  背 後 に 森

が あ る 平 野 部 に 近 い 山 林 に

狼 地 名 は共 存 の 名 残 り か

あ る エ リ ア だ 。  ま た こ こ から 少 し 離 れ た 森 の 中 に あ るの が  「

狼 お お か み さ わ

沢 」

。  沢 と 言 い つ つ 、

あ た り に は 池 や 沼 が 点 在 する 森 の よ う だ 。　
さ て 、  今 に 残 る 狼 地 名 の

所 在 地 か ら ニ ホ ン オ オ カ ミの 生 息 域 の 実 態 を 想 像 す ると 、  意 外 に 人 里 に 近 く 、  それ で い て う っ そ う と し た 森を 背 景 に す る 場 所 に 多 い 気が す る 。  森 の 中 か ら 人 里 近く ま で を 効 率 的 に カ バ ー でき る 場 所 が 餌 取 り に 適 し 、生 き て い く た め に 都 合 良か っ た の だ ろ う か 。  そ う した 土 地 ゆ え 、  た び た び 目 撃さ れ た り 、  ふ と 出 会 い 頭 に遭 遇 し て し ま う と い う よ うな 出 来 事 が あ り 、  そ れ が 伝達 さ れ る 中 で 名 称 化 さ れ 、残 さ れ た と い う こ と か も しれ な い 。　
狼 は 人 間 と 共 存 し て い た 。

胆 沢 平 野 に は
「
上 かみおえなしだ

狼 ヶ 志 田

」  、

「
下

しもおえなしだ

狼 ヶ 志 田

」

な る 地 名 が 残 るが 、  狼 と い う 文

狼 談 義 ２

麓 の 森 で ある が 、  今 では こ の 山 腹

が 出 て こ な い と 駄 目 。  そ の点 、  大 木 実 ク ラ ス に な る と違 い ま す 。

　
と こ ろ で 、  こ う い う 俳 優

が 悪 役 に 回 る と 並 大 抵 の それ で は な く な り ま す 。  一 世

を 風 び し た 藤 純 子の  『 緋 牡 丹 博 徒 』(

東 映

)

第 一 作 で

は 早 速 屈 折 度 合 いが 強 い 悪 役 と し て登 場 、  「 健 さ ん 」  の一 太 刀 で 命 尽 き るま で い ろ い ろ と 悪い こ と を し て く れま し た が 、  人 生 に未 練 を 残 し て 息 絶え る 様 を 見 せ る とこ ろ は さ す が で した 。 共 演 者 に  「 組み 甲 斐 」  を 感 じ させ る 俳 優 こ そ  「 役者 」  。 主 演 で も 脇役 で も 同 じ 。  大 相

撲 の 世 界 に も 通 じ る と こ ろを 感 じ ま す 。

（ 永 続 経 営 創 発 研 究 所 ）

だ か ら こ そ 大 神 と 称 さ れ 、神 々 し い 存 在 と し て

畏
いふ

怖
さ

れ た の で あ ろ う 。

は  「

狼 お お い ぬ と う げ や ま

峠 山

」  と い う

小 山 が あ る 。  姫 神 山

い 姿 が よ く 似 合 い まし た 。  い ま ど き の 兄ち ゃ ん 姉 ち ゃ ん 刑 事が 取 調 室 で 一 丁 前 に被 疑 者 に 大 声 で 迫 ると こ ろ を 見 た り し ま



元 気 を つ く る 情 報 紙 シ ニ ア ズ（ 7 ） 2 0 2 5  年  8  月  2 4  日 （ 日 ） 【 9  月 号 】

に 、  現 代 の

S
N
S
社 会 に 警

鐘 を 鳴 ら す 、  社 会 派 ド ラ マの 傑 作 。  物 語 は と あ る ブ ログ に  「 宣 戦 布 告 」  が ア ッ プさ れ る と こ ろ か ら 始 ま り ます 。

S
N
S
で 炎 上 し た こ と

が 要 因 で 姿 を 消 し た 二 人 の芸 能 人  「 天 童 シ ョ ー ジ 」  と  「 奥田 美 月 」  。  こ の 現 状 に 憤 った 運 営 者 の  「 枯 葉 」  は 目 に 　
両 賞 と も  「 該 当 作 品 な し 」

は 、  実 に

2 7年 ぶ り で し た 。

先 月 発 表 さ れ た 第

17 3回 芥

川 賞  ・  直 木 賞 の 選 考 結 果 のこ と で す 。  直 木 賞 に 釜 石 市出 身 の 柚 月 裕 子 さ ん が ノ ミネ ー ト さ れ て い た こ と も あり 、  注 目 さ れ て い た 今 回 。  しか し 結 果 は 残 念 な も の に 終は 目 を 、  と ば か り に 過 激 な発 言 を し て い た 匿 名 投 稿 者の 個 人 情 報 を 白 日 の 下 に 晒し 始 め ま す 。  や が て 、  次 々と 人 生 が 狂 い だ す 投 稿 者 た わ り ま し た 。  通 常 、そ れ ぞ れ ５ 作 品 ずつ ノ ミ ネ ー ト さ れる は ず が 、  な ぜ か今 回 は 芥 川 賞 が ４作 品 に 直 木 賞 が ６作 品 。 今 思 え ば 、そ の 時 点 か ら 何 かが
歪 ゆ が

み 始 め て い た

の か も 知 れ ま せ ん 。　
本 書  『 踊 り つ か

れ て 』  は 、  華 や かな 芸 能 界 を 舞 台

ち 。  そ の 一 方 で  「 枯 葉 」  は 訴え ら れ て し ま い ま す 。  弁 護を 依 頼 さ れ た の は シ ョ ー ジと 中 学 時 代 の 同 級 生 だ っ た久 代 奏 で し た 。  彼 女 は  「 枯

情  報  に  踊 ら さ  れ  た  末  路情  報  に  踊 ら さ  れ  た  末  路
葉 」  こ と 音 楽 プロ デ ュ ー サ ー の瀬 尾 政 夫 が 宣 戦布 告 に 至 っ た 背景 を 調 べ 始 め ます が … 。　

今 回 の 直 木 賞
の 選 考 結 果 は 、

「 そ れ ぞ れ の 作
品 の レ ベ ル が 拮抗 し て い た 」  こと を 受 け て の こと 。 決 し て 、  消極 的 な 理 由 か ら導 き 出 さ れ た訳 で は あ り ま せん 。 つ ま り 、  ノミ ネ ー ト さ れ た６ 作 品 の 中 か ら 、ど れ が 選 ば れ ても お か し く は なか っ た の で す 。

そ こ で こ の 夏 休 み 、  こ の  『 踊り つ か れ て 』  を 含 む 全 作 品に 目 を 通 し て み て は い か がで し ょ う か 。  ぜ ひ 自 分 な りの 第

17 3回 直 木 賞 受 賞 作 を 決

め て み て く だ さ い 。

シ ニ ア ズ ブ ッ ク カ フ ェ さ わ や 書 店 栗 澤 順 一

著 ： 塩 田 武 士 文 藝 春 秋 刊

2, 4 2 0 円 (  税 込 )

ニ ュ ー ヨ ー ク を 拠 点 に 世 界 で 活 躍 す る ジ ャ ズ ピ ア ニ

ス ト が 、 盛 岡 市 民 文 化 ホ ー ル に 初 登 場 。 珠 玉 の ジ ャ

戦 後 8 0 年 の 今 年 、「 戦 争 と 性 暴 力 」 を テ ー マ に 映 画 を 上 映

し 、 平 和 と ジ ェ ン ダ ー 平 等 に つ い て 考 え る 機 会 と し ま す 。

会 場 ： お で っ て ホ ー ル （ プ ラ ザ お で っ て 3 階 ）

  (  盛 岡 市 中 ノ 橋 通 一 丁 目 1- 1 0 ）

申  込 ： H P  申 込 フ ォ ー ム ま た は 電 話 に て 参 加 費 ： 無 料

問 合 せ ： ☎  0 1 9- 6 0 4- 3 3 0 3(  も り お か 女 性 セ ン タ ー )

盛 岡 が 生 ん だ 第 1 9 代 内 閣 総 理 大 臣 ・ 原
は ら

敬
た か し

。 彼  は 1 9

歳 か ら 6 5 歳 ま で 日 記 を 書 き 続 け て い ま し た 。 そ の

日 記 帳 を ち ょ っ ぴ り ま ね て 作 っ て み ま し ょ う 。

会  場 ： 原 敬 記 念 館 原 敬 生 家 (  盛 岡 市 本 宮 4 丁 目 3 8- 2 5 ）

対  象 ： 一 般 　 参 加 費 ：2 0 0 円 (  保 険 料 含 む ) 　 講 師 ： 原 敬 記 念 館 職 員

申 込 ：9 月 6 日 ㊏ 1 0 時 よ り 受 付 (  先 着 順 )  ※ お 電 話 に

て お 申 し 込 み く だ さ い 。(  定 員 各 回 5 名 )

問 合 せ ： ☎  0 1 9- 6 3 6- 1 1 9 2(  原 敬 記 念 館 )

山 中 千 尋 ト リ オ ジ ャ ズ ・ ラ イ ブ
9 / 2 7 ㊏ 1 6 時 開 演 ( 1 5 時 1 5 分 開 場 )

も り お か 女 性 セ ン タ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 2 0 2 5

無 料 上 映 会「 黒 川 の 女 た ち 」

9 / 1 3 ㊏ １ 回 目 1 0 時 半 ～ / 2 回 目 1 4 時 ～

原  敬  記  念  館  ワ  ー  ク シ ョ ッ プ

私 の『 原
は ら

敬
け い

日
に っ

記
き

』-  簡 単 ★ 和 と じ 本 を つ く ろ う -
9 / 2 0 ㊏ １ 回 目 1 0 時 ～ 1 2 時 / 2 回 目 1 3 時 半 ～ 1 5 時 半

掲 載 の イ ベ ン ト は 発 行 時 点 の 情 報 と な り ま す 。 変 更 と な る 場 合 も ご ざ い ま す

の で 、 最 新 情 報 は 各 事 業 所 へ お 問 合 せ を お 願 い い た し ま す 。

岩 手 県 立 博 物 館 令 和 7 年 度 テ ー マ 展

い わ て の 酒 造 り ～ 酒 か ら S A K E へ の 今 昔 物 語 ～

9 / 2 7 ㊏ ～ 1 2 / 7 ㊐ 9 時 半 ～ 1 6 時 半 (  入 館 は １ ６ 時 ま で )

南 部 杜 氏 を 中 心 と し た 岩 手 の 伝 統 的 酒 造 り に 着 目 し 、

歴 史 ・ 製 造 技 術 、 酒 文 化 な ど に つ い て 展 示 ・ 紹 介 し ま す 。

会  場 ： 岩 手 県 立 博 物 館 (  盛 岡 市 上 田 字 松 屋 敷 3 4)

オ ザ ワ 工 業 ぎ ゃ ら り ー (  特 別 展 示 室 )

※ 会 場 へ お 越 し の 際 は 、 公 共 交 通 機 関 を

  ご 利 用 く だ さ い 。

<  生 き が い 推 進 係  >

■ 盛 岡 ゆ う ゆ う 大 学 本 校 講 座 （ 公 開 講 座 ）

内 容 ：「 笑 う 門 に は 福 来 る ！ ～ 心 と 体 の 健 康

維 持 の 秘 訣 ～ 」

脳 ト レ 漫 談 師 福 々 亭 ナ ミ 子 氏

参 加 費 ： 無 料

申 込 ： 不 要 。 ど な た で も お 聴 き い た だ け ま す 。

当 日 会 場 へ ど う ぞ 。

日 時 ：9 月 1 9 日 ㊎ 　 1 3 時 半 ～ 1 5 時 半

会 場 ： 市 民 文 化 ホ ー ル 　 大 ホ ー ル

  (  盛 岡 駅 西 通 二 ）

問 合 先 ： 盛 岡 ゆ う ゆ う 大 学 事 務 局

(  市 役 所 長 寿 社 会 課 内 )  ☎  6 0 3- 8 0 0 3

盛 岡 市

保 健 福 祉 部

長 寿 社 会 課 の イ ベ ン ト

す き ま の 時 間 -  お と な の た め の お は な し 会 -

9 / 6 ㊏ 1 4 時 ～ 1 4 時  4 0  分

お は な し ボ ラ ン テ ィ ア 「 お は な し ポ ッ ト 」 に よ る 詩 や エ ッ

セ イ 、 文 芸 作 品 の 朗 読 や 民 話 の 語 り な ど を 行 い ま す 。

場 所 ： 盛 岡 市 中 央 公 民 館 2 階 第 2 講 義 室

  (  盛 岡 市 愛 宕 町 1 4- 1)

料  金 ： 無 料  申 込 ： 不 要   対 象 ： お お む ね 中 学 生 以 上 の 方

問 合 せ ： ☎ 0 1 9- 6 5 4- 5 3 6 6(  盛 岡 市 中 央 公 民 館 図 書 室 )

ズ の 名 曲 か ら 新 曲 ま で 、 伝 統 と 斬 新 な ア レ ン ジ を 間

近 で 体 感 す る プ レ ミ ア ム な 時 間 を お 届 け し ま す 。

会 場 ： 盛 岡 市 民 文 化 ホ ー ル 　 小 ホ ー ル

  (  盛 岡 市 盛 岡 駅 西 通 2- 9- 1 マ リ オ ス 1 F ）

入 場 料 ： 全 席 指 定 S  席 6, 0 0 0 円 、 A  席 4, 0 0 0 円 、

  U- 2 5 チ ケ ッ ト ( S  席 ・ A  席 選 択 可 ) 3, 0 0 0 円

※  A  席 は 、 舞 台 が 一 部 見 え づ ら い お 席 と な り ま す 。

問 合 せ ： ☎  0 1 9- 6 2 1- 5 1 0 0(  盛 岡 市 民 文 化 ホ ー ル )

入 館 料 ： 一 般 3 5 0 円 、 学 生 1 6 0 円 、 高 校 生 以 下 無 料

 ※9 月 1 5 日 ㊊ ㊗ の 敬 老 の 日 は 6 5 歳 以 上 の 方 は 無 料

休 館 日 ：9 月 2 9 日 ㊊ 、1 0 月 6 日 ㊊ 、1 4 日 ㊋ 、2 0 日 ㊊ 、2 7 日 ㊊ 、 

  1 1 月 4 日 ㊋ 、1 0 日㊊ 、1 7 日 ㊊ 、2 5 日 ㊋ 、1 2 月 1 日 ㊊

問 合 せ ： ☎ 0 1 9- 6 6 1- 2 8 3 1 (  岩 手 県 立 博 物 館 )

軽 米 町
お す す め

ヤ イ ホ イ
軽 米 町 大 字

軽 米 字 駒 木（ 　 　 ）

　 雪 谷 川 の 川 沿 い に そ び え た つ 、 断 崖 絶 壁 「 ヤ イ ホ イ 」 。

「 ヤ ー イ 」 と 叫 べ ば 「 ホ ー イ 」 と 返 っ て く る と い

わ れ る の が 名 前 の 由 来 と い う ユ ニ ー ク な 場 所 で

す が 、 向 か っ て や や 左 寄 り の 中 腹 に は 、 岩 を く り

ぬ い た 虚
こ

空
く う

蔵
ぞ う

菩
ぼ

薩
さ つ

の 堂 が あ り 、 厳 か な 空 気 も 流

れ て い ま す 。

　 四 季 折 々 の 美 し い 自 然 の 景 観 を 楽 し め 、 小 鳥

の さ え ず り や 自 然 の 音 と 風 に 包 ま れ る と 心 と 体

が リ フ レ ッ シ ュ さ れ ま す 。 運 が 良 け れ ば カ ワ セ

ミ の 姿 も 見 る こ と が で き る か も し れ ま せ ん 。

■ 岩 手 県 九 戸 郡 軽 米 町 大 字 軽 米 第 1 5 地 割 周 辺

  (  八 戸 自 動 車 道 軽 米 イ ン タ ー か ら 車 で 5 分 )

■ 0 1 9 5- 4 6- 4 7 4 6(  軽 米 町 役 場 産 業 振 興 課 直 通 )

新 緑 か ら 紅 葉 の

季 節 の 美 し さ に は

目 を 見 張 り ま す !

　 軽 米 町 役 場 産 業 振 興 課　 軽 米 町 役 場 産 業 振 興 課

門門
も んも ん

前前
ぜ んぜ ん

さ んさ ん

（ 　 　 ）

れ て い ま す 。

　 四 季 折 々 の 美 し い 自 然 の 景 観 を 楽 し め 、 小 鳥

の さ え ず り や 自 然 の 音 と 風 に 包 ま れ る と 心 と 体

が リ フ レ ッ シ ュ さ れ ま す 。 運 が 良 け れ ば カ ワ セ

ミ の 姿 も 見 る こ と が で き る か も し れ ま せ ん 。

■ 岩 手 県 九 戸 郡 軽 米 町 大 字 軽 米 第 1 5 地 割 周 辺

  (  八 戸 自 動 車 道 軽 米 イ ン タ ー か ら 車 で 5 分 )

■ 

顔 彩 吉 祥  1 2 色 上 製

\ 1, 7 6 0

① 画 仙 紙 越 前 耳 付 き    マ ル マ ン S 1 2 9 C 5 枚 入  \ 6 8 2

② 画 仙 紙  越 前  手 漉 き   マ ル マ ン S 1 3 4 C A   1 0  枚  入  \ 5 7 2

③ 本 画 仙 紙  紅 星 牌  マ ル マ ン  S 1 3 5 C  1 0 枚 入 \ 6 2 7

ま し た 。　
顔 彩 と は 顔 料 と い う 色 の

粉 に

膠 に か わ

や で ん ぷ ん な ど の の

り を 加 え て 練 り 、  容 器 に 入れ て 乾 燥 さ せ た 固 形 の 水 彩絵 具 の こ と で す 。  顔 彩 は 色

日 本 の 伝 統 色 を 楽 し む　
ま だ ま だ 夏 野 菜 が お い し

い 季 節 で す 。  我 が 家 の 本 日の 夕 飯 は マ ー ボ ー ナ ス に しま し た 。  ナ ス を 見 た ら 絵 が描 き た く な り ま し た の で 、早 速 ナ ス を 顔 彩 で 描 い て み

れ る 奥 の 深 い 色 で す 。　
書 画

(

毛 筆 で 書 か れ た 文

字  （ 書 ）  と 絵  （ 絵 画 ）  の こ と

)

に 用 い ら れ る ハ ガ キ サ イ ズの 画 仙 紙 を 使 用 し ま し た 。白 ~ 黄 味 の 地 色 で 、  機 械

漉
す

き 、  手

漉
す

き 、  耳 付 き 、  に じ み

度 の 異 な る 画 仙 紙 を 使 用 しま し た 。　
同 じ 題 材 で も 仕 上 が り が

異 な る の で 描 き 比 べ が 楽 しめ ま す 。  ぜ ひ 違 い を お 試 しく だ さ い 。平 金 商 店 パ ス テ ル 館盛 岡 市 肴 町 ８

-

1 8

( 肴 町 ア ー ケ ー ド 南 側

)

☎

 
０ １ ９

( ６ ５ ２

) ２ ８ ８ １

藤 原 店 長

が 和 名 に な っ て い て 、  日 本画 や 絵 手 紙 で 使 用 さ れ る こと が 多 い で す 。  色 合 い が 渋く 、  見 た 目 と 実 際 に 塗 っ た色 の 違 い が 大 き い の も 特 長で す 。

※ 表 示 さ れ て い る 価 格 は 全 て 税 込 み で す 。 掲 載 時 に 価 格 変 更 の 可 能 性 が あ り ま す 。

❶❶

【 に じ み 度 1 】【 に じ み 度 1 】

【 に じ み 度 3 】【 に じ み 度 3 】

【 に じ み 度 2 】【 に じ み 度 2 】

❶❶

❷❷

❷❷

❸❸

❸❸ ❸ の 紙 に 塗 っ て い る 様 子❸ の 紙 に 塗 っ て い る 様 子

　
描 い た ナ ス は 主 に

「
本 ほ ん

藍 あ い

」  と い う 色 を 使

い ま し た 。  濃 淡 の 違 いを つ け る こ と が で き て 、黒 ~ グ レ ー ~ 水 色 ~ 紺が 見 え ま す 。  重 ね る とさ ら に 奥 行 き が 感 じ ら

顔 彩 吉 祥  1 2 色 上 製



【 9  月 号 】 2 0 2 5  年  8  月  2 4  日 （ 日 ） （ 8 ）元 気 を つ く る 情 報 紙 シ ニ ア ズ

シ ニ ア ズ ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p s: / / s e ni o r s n e t.j p   検 索 は こ の ワ ー ド  シ ニ ア ズ 検 索

開 業 か ら

3 0年 を

振 り 返 っ て

3 0年 分 の 感 謝 を
心 を 込 め て 届 け た い

　
今 年

1 1月 、  開 業

3 0周 年 を

迎 え る  「 ホ テ ル 森 の 風 鶯 宿 」  。ウ オ ー タ ー パ ー ク  「 け ん じワ ー ル ド 」  を 併 設 し た 温 泉ホ テ ル と し て １ ９ ９ ５ 年 にオ ー プ ン し ま し た 。  そ の 後 、別 館 の  「 風 の 館 」  の 新 設 や 、プ ー ル 施 設 か ら  「 フ ラ ワ ー＆ ガ ー デ ン 森 の 風 」  に リニ ュ ー ア ル す る な ど 、  時 代に 合 わ せ て 変 化 を 続 け て きま し た 。  現 在 は 岩 手 を 代 表す る 温 泉 リ ゾ ー ト と し て 多く の 方 に 親 し ま れ て い ま す 。
「 オ ー プ ン 当 時 は 現 在 の 約

５ 倍 の ス タ ッ フ が い て 、  未経 験 者 ば か り で ノ ウ ハ ウ も乏 し く 苦 労 し た と 聞 い て いま す 」  と 話 す の は 、  支 配 人の 觸 澤 芳 則 さ ん 。  開 業 ４ 年目 に 入 社 し 、  こ れ ま で の 移り 変 わ り を 知 る 人 物 で す 。　
長 く フ ロ ン ト 業 務 に 従 事

し 、  お 客 さ ま と 接 す る 機 会

が 多 か っ た と い う 觸 澤 さ ん 。
「 最 近 は 個 人 の お 客 さ ま よ

り イ ン バ ウ ン ド や 団 体 が 多く な っ て い ま す が 、  入 社 した 当 時 は け ん じ ワ ー ル ド を目 当 て に お 子 さ ん や お 孫 さん を 連 れ た フ ァ ミ リ ー 層 でに ぎ わ い ま し た 。  閉 館 直 前の ２ ０ １ ３ 年 の 夏 休 み に は 、プ ー ル だ け で

1日 に 約 ４ 千

人 も の 来 客 が あ り 、  大 渋 滞に な っ た の を 覚 え て い ま す 」と 振 り 返 り ま す 。　
月 日 が 流 れ 、  そ の 当 時 の

お 子 さ ん 、  お 孫 さ ん が 大 人に な り 、  子 ど も の 頃 の 楽 しい 思 い 出 が 詰 ま っ た 場 所 にま た 戻 っ て き て く れ る の がう れ し い と 話 す 觸 澤 さ ん 。
「 お じ い ち ゃ ん 、  お ば あ ち ゃ

ん が 動 け る う ち に と ２ 世 代 、３ 世 代 で お 越 し い た だ く こと も あ り 、  森 の 風 が 家 族 の大 切 な 場 所 に な っ て い る のか な と 思 う と 本 当 に う れ しい で す 。  来 て よ か っ た と 皆さ ん に 満 足 し て い た だ け る

ホ テ  ル 森 の 風 鶯 宿ホ テ  ル 森 の 風 鶯 宿

 支 配 人支 配 人

觸觸 ふ れふ れ

澤澤 さ わさ わ

 芳芳 よ しよ し

則則 の りの り

 さ ん  ︵さ ん  ︵

5 15 1︶︶

笑 顔笑 顔

にに
支 え ら れ支 え ら れ

3 03 0周 年周 年
1 9 7 4 年 、 盛 岡 市 生 ま れ 。 プ ロ 野 球 選 手 に 憧 れ 、 小 学 4 年 生 か ら ス

ポ ー ツ 少 年 団 に 所 属 し 野 球 一 筋 で 育 つ 。 岩 手 県 立 盛 岡 商 業 高

等 学 校 卒 業 後 、J A  都 南 （ J A  い わ て 中 央 ） 入 組 。1 9 9 9 年 に ホ テ

ル 森 の 風 鶯 宿 に 入 社 、 グ ル ー プ の ホ テ ル 森 の 風 田 沢 湖 、 ホ テ ル

森 の 風 沢 内 銀 河 高 原 、 ホ テ ル 森 の 風 立 山 勤 務 を 経 て 2 0 2 0 年 に ホ

テ ル 森 の 風 鶯 宿 支 配 人 就 任 。 座 右 の 銘 は 「 有 言 実 行 」

よ う 、  何 か で き る こ と は ない か 、  そ れ ば か り 考 え て いま す 」  と 話 し ま す 。　
觸 澤 さ ん が 支 配 人 に 就 任

し た の は 、  コ ロ ナ 禍 ま っ ただ 中 の

2 0年

1 1月 の こ と で

し た 。  「 非 接 触 が ス タ ン ダ ード と な り 、  従 来 の サ ー ビ スが 提 供 で き な い 時 期 が 続 き 、毎 日 胃 が 痛 み ま し た 」  と 話し ま す 。　
コ ロ ナ 禍 収 束 後 も 業 務

の 効 率 化 、  人 件 費 削 減 な どの 観 点 か ら 非 接 触 対 応 を続 け る 宿 泊 施 設 が 多 い 中 、ホ テ ル 森 の 風 鶯 宿 は お 客さ ま と の 接 点 を 増 や す 方向 に 舵 を 切 り ま し た 。「 そ こ か ら お 客 さ ま が 笑 顔に な る ヒ ン ト を い た だ く こと は 多 々 あ り ま す 」  と 觸 澤さ ん 。  「 例 え ば 、  お 部 屋 ま で案 内 す る 何 気 な い 会 話 の 中で 、  実 は 結 婚 記 念 日 や 誕 生日 な ど 記 念 日 で 来 て い た だい た と 分 か る こ と が あ り ます 。  事 前 に リ ク エ ス ト が な

　
節 目 を 迎 え 、  今 年 最 大 の

ミ ッ シ ョ ン は お 客 さ ま に 感謝 を 伝 え る こ と 。  「 あ り がと う に か け て

1 0の 特 典 を 付

け た  『 特 別 プ ラ ン 』  を 企 画し て い ま す 。  こ れ ま で お 世話 に な っ た

1万 人 を 超 え る

お 客 さ ま に 、  秋 頃 か ら ご 案内 を さ せ て い た だ く 予 定 です 」 と 觸 澤 さ ん 。　
開 業 当 時 か ら ご 愛 顧 い た

だ い て い る 年 配 の 方 々 を 想定 し 、  リ ク エ ス ト に 応 じ て和 室 に 和 ベ ッ ド を 設 置 。  お祭 り 広 場 で の 民 謡 シ ョ ー 、餅 つ き 、  縁 日 な ど 、  お 子 さ んや お 孫 さ ん と 一 緒 に 楽 し める 場 も 提 供 し ま す 。  「 リ ゾ ート ホ テ ル の お 客 さ ま は 大 切な 人 と 特 別 な 時 間 を 楽 し むた め に い ら っ し ゃ い ま す 。
3 0年 分 の 感 謝 を 込 め て 、  そ

の お 手 伝 い を さ せ て い た だき た い 」  と 話 し ま す 。

3 0年 と い う 時 間 の 中 で 、

お 客 さ ま と 同 様 に 地 域 と のつ な が り も 生 ま れ ま し た 。「 鶯 宿 温 泉 の 路 線 バ ス が 廃線 に な り 、  公 共 交 通 機 関 では 利 用 で き な い 宿 が 何 軒 かあ り ま す 。  相 談 を 受 け て 、他 の 宿 の お 客 さ ま も 森 の 風の シ ャ ト ル バ ス で 送 迎 し てい ま す 」  と 觸 澤 さ ん 。  「 困 っ

た 時 に は お 互 い に 助 け合 い 、  鶯 宿 温 泉 全 体 の活 性 化 に つ な が れ ば うれ し い 」 と 話 し ま す 。　
読 者 へ の メ ッ セ ー ジ

を お 聞 き す る と  「 気 付か ず に 準 備 で き て い ない も の が ま だ ま だ あ ると 思 い ま す の で 、  森 の風 に 足 り な い も の 、  望む も の を 教 え て ほ し いで す 」 と 觸 澤 さ ん 。  お客 さ ま と コ ミ ュ ニ ケ ーシ  ョ ン を 取 り 、  助 言 を いた だ き な が ら 、  こ れ から も 地 域 と と も に 歩 んで い き た い と 話 し ま す 。

く て も お 祝 い メ ッ セ ー ジ 付き の デ ザ ー ト プ レ ー ト を ご用 意 す る と 、  皆 さ ん 笑 顔 にな り ま す ね 。  そ の 笑 顔 が 見た く て 、  私 も ス タ ッ フ も この 仕 事 を 続 け て い る の だ と思 い ま す 」  。　
こ の よ う な 取 り 組 み が 成

果 を 上 げ  「 じ ゃ ら ん ア ワ ード ２ ０ ２ ４ 東 北 ブ ロ ッ ク 」の  「 じ ゃ ら ん

O
F

T
H
E

Y
E
A
R
泊 ま っ て 良 か っ

た 宿 大 賞  （ 総 合 ）  」  で 第 １ 位に 選 ば れ ま し た 。  開 業 か ら
3 0年 、  お 客 さ ま に 喜 ん で い

た だ き た い と い う 思 い が 大き な 花 を 咲 か せ ま し た 。

　
最 近 よ く 耳 に す る

F
X
取

引 (  外 国 為 替 証 拠 金 取 引 )  。日 本 円 と 米 ド ル な ど ２ つ の国 の 通 貨 の 為 替 相 場 を 予 測し て 売 買 を 行 う 金 融 商 品 で 、少 額 で も 始 め ら れ る こ と から 副 業 感 覚 で 始 め る 人 も 多い よ う で す 。  し か し 、  近 年資 額 を 増 や し 、  計

5 0 0万 円 を

振 り 込 ん だ 。  指 示 通 り 、  毎回 異 な る 個 人 名 義 の 口 座 に振 り 込 ん で い た が 、  そ の 後 、出 金 を 求 め る と 税 金 と し て
1 6 0万 円 が 必 要 と 言 わ れ た 。

し か し 振 り 込 ん だ が 出 金 でき な か っ た 」  な ど

S
N
S
や

F
X
取 引 に 関 す る

相 談 が 寄 せ ら れ てお り 、  特 に 将 来 の生 活 資 金 を 不 安 に思 っ た り 、  退 職 金の 運 用 を 考 え て いる シ ニ ア 層 を 中 心に 増 加 傾 向 に あ ると い い ま す 。「 著 名 人 の 動 画や
S
N
S
な ど で

見 た

F
X
取 引 の

広
告 が 気 に な り ア

ク セ ス し て 投 資 セミ ナ ー の グ ル ー プチ ャ ッ ト に 登 録 した 。  実 際 に 資 金 運用 に 成 功 し た とい う 事 例 を 聞 き 、F
X
取 引 を 始 め 、

利 益 が 出 た の で 投

イ ン タ ー ネ ッ ト 広 告 か ら 、グ ル ー プ チ ャ ッ ト に 誘 わ れて
F
X
取 引 を 始 め る と 、  利

益 が 出 た よ う に 見 せ て 次 々と 送 金 を 要 求 さ れ る と い うケ ー ス が 相 次 い で い ま す 。　
通 常 、

F
X
取 引 で 個 人

詐 欺 的 な  F X  取 引 ト ラ ブ ル詐 欺 的 な  F X  取 引 ト ラ ブ ル
名 義 の 口 座 やF

X
業 者 と 異

な る 名 義 の 口 座に 入 金 さ せ る こと は あ り ま せ ん 。関 連 性 の な い 口座 を 指 定 さ れ た場 合 は 詐 欺 の 可能 性 が 高 い た め絶 対 に 振 り 込 まな い で く だ さ い 。F
X
取 引 を 行

う 場 合 は 必 ず 、金 融 商 品 取 引 業の 登 録 の 有 無 を確 認 し ま し ょう 。  金 融 庁 の サイ ト で 確 認 が でき ま す の で 掲 載さ れ て い な い 業者 と の 契 約 は 行わ な い で く だ さい 。

F
X
取 引 は

仕 組 み や 契 約 内 容 が 難 し くリ ス ク の 高 い 取 引 で す 。  仕組 み を よ く 理 解 し て か ら 契約 す る よ う に し て く だ さ い 。そ れ で も 不 安 に 感 じ る こ とが あ れ ば 消 費 者 ホ ッ ト ラ イン  （ 電 話 １ ８ ８ ）  へ 。

S N S  で 投 資 グ ル ー プ か ら 勧 誘


